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巻頭図版

第 I文化層(第四黒色帯中心)の主要石器 (1)二次加工石器



巻頭図版 2 

第 I文化層(第四黒色帯中心)の主要石器 (2)二次加工石器を含む接合資料

争

第 I文化層(第四黒色帯中必)の主要石器 (3)黒曜石の接合資料



巻頭図版 3 

第VI文化層(第Eスコリア帯黒色帯 2中心)の主要石器 (1)石刃関連資料

第U文化層(第Eスコリア帯黒色帯 2中心)の主要石器 (2)接合資料
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L53 

第区文化層(第E黒色帯中心)の主要石器 (1)二次加工石器
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第区文化層(第E黒色帯中，む)の主要石器 (2)接合資料
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第XII文化層(第 E黒色帯中心)の主要石器 (1)二次加工石器
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第XII文化層(第E黒色帯中心)の主要石器 (2)接合資料
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第xm文化層(ニセローム層下部中心)の主要石器 (1)二次加工石器
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噂習

第xm文化層(ニセローム層下部中心)の主要石器 (1)接合資料



序

第二東名高速道路の建設に伴って、静岡県内では多くの埋蔵文化財発掘調査が行

われました。東部の愛鷹山東南麓では旧石器時代から縄文H寺代の遺跡が多数存在す

ることが知られており、このたびの発掘調査によってさらに多くの貴重な遺跡が追

加されました。

平成20・21年、長泉町に所在する梅ノ木沢遺跡(第二東名 No.l43-2地点および

CR35地点)の調査報告書1. IIを刊行しました。今回報告する富士石遺跡(問No.l42

地点)は長泉町の調査報告としてはそれに続くものです。発掘調査ではたいへん重

要な遺構と遺物が大量に出土したため、 3冊に分けて報告することになりました。

本書はその 1冊目です。

この成果が研究者や愛好家に資料として有効に活用されることを期待するとと

もに、幅広く一般の方々からの理解も得られればと願っております。

現地調査および資料整理にあたり中日本高速道路株式会社東京支社(旧日本道路

公団静岡建設局)、静岡県教育委員会、ほか多数の機関とご助言をくださった方々

に厚く感謝の意を表します。

平成 22年 11月

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長 石 田 彰
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写真図版日次

巻頭図版1

第 I文化層(第四黒色帯中心)の主要石器(1)二次加工石器

巻頭図版2

第 I文化層(第四黒色帯中心)の主要石器 (2)二次加工石器を含む接合資料

第 I文化層(第四黒色帯中心)の主要石器(3)黒曜石の接合資料

巻頭図版3

第VI文化層(第Eスコリア帯黒色帯 2中心)の主要石器(1)石刃関連資料

第VI文化層(第Eスコリア帯黒色帯 2中心)の主要石器(2)接合資料

巻頭図版4

第立文化層(第E黒色帯中心)の主要石器 (1)二次加工石器

第政文化層(第盟黒色帯中心)の主要石器(2)接合資料

巻頭図版5

第XII文化膚(第E黒色若中心)の主要石器(1)二次加工石器

第XII文化層(第E黒色帯中心)の主要石器(2)接合資料

巻頭図版6

第xm文化層(ニセローム層下部中心)の主要石器 (1)二次加工石器

第xm文化層(ニセローム層下部中心)の主要石器(2)接合資料



第1章調査に至る経緯

第 1章調査に至る経緯

昭和 62年、道路審議会において、東名・名神高速道路の混雑緩和対策として、第二東名・第二名神高

速道路の建設が建議された。第四次全国総合開発計画の閣議決定、国土開発幹線自動車道建設法の一部

改正等を経て、平成元年1月、第28回国土開発幹線自動車道路審議会において、第二名神とともに、神奈

川県横浜市から愛知県東海市に至る延長約 270km(この内、静岡県内延長約 170km)の第二東名高速道路(以

下、第二東名)の基本計画が策定された。これを受けて静岡県は、同年 12月、第二東名建設推進庁内連

絡会議を設置した。

第二東名の基本計画について、文化財を含む環境影響調査等が行われたほか、他の公共事業や地域開

発計画との調整を図られ、平成 3年9月24日、静岡県駿東郡長泉町から引佐郡引佐町(現浜松市、以下

同じ)に至る都市計画決定が告示された。

環境影響調査と並行して埋蔵文化財の分布状況把握作業も実施され、第二東名建設に係る調査の指示を

受けた日本道路公団(現中日本高速道路株式会社、以下同じ)は、平成 4年2月17日付けで文化庁にこ

れを通知するとともに、 5月11日付けで日本道路公団東京第一建設局長から静岡県教育委員会教育長(以

下、県教育長)宛に、第二東名建設予定地内の埋蔵分布調査が依頼された。また、 8月27日付けで日本

道路公団東京第一建設局静岡調査事務所長(以下、事務所長)から県教育長宛に長泉町~引佐町間(以下、

第12次区間)の「第二東海自動車道の埋蔵文化財包蔵地の所在の有無について」の照会がなされた。これ

を受けて県教育委員会は、 9月29日に関係市町村教育委員会担当者を集めて、第二東名路線内の埋蔵文

化財踏査連絡会を設けるとともに、第二東名路線内における埋蔵文化財の所在について照会し、当該教育

委員会から回答を得た。

県教育委員会は、この回答をもとに協議を行い、結果を平成5年3月18日付けで県教育長から事務所

長宛に回答した。この時点で調査対象箇所は、 136箇所、調査対象面積は、 1，453，518rriとなっている。

その後、第 12次区間については、 11月19日付けで日本道路公団に施行命令が出された。これに伴い、

日本道路公団東京第一建設局及び静岡県土木部高速道路建設課、教育委員会文化課で、埋蔵文化財調査

の進め方を協議した。調査対象範囲の確定、個々の遺跡の取り扱い等について検討するとともに、発掘調

査の実施については、日本道路公団が財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所(以下、当研究所)に委託す

ることが確認された。しかし、短期間に膨大な調査を行うための体制作りが課題となった。

平成 6年、文化課が調査対象箇所の状況を調査するとともに、前年度に告示されたパーキングエリア、サー

ビスエリア建設予定地内の踏査を当該市町教育委員会に依頼した。その結果、調査対象地は、 133箇所、

調査対象総面積は、1，286，759rriとなった。

平成 7年度後半、路線の一部で境界杭が打設され、埋蔵文化財調査の開始に見通しが出てきた。こうし

た中で、日本道路公団静岡建設所と文化課による「第二東名関連埋蔵文化財連絡調整会議Jが設置

され、第二東名建設に係る埋蔵文化財の取り扱いを協議することとなり、 12月13日に第 l回会議が行わ

れた。

第二東名に係る埋蔵文化財調査に向けて建設局と県教育委員会は、平成 8年9月24日付けで埋蔵文化

財の取り扱いに関する確認書を締結した。さらに調査実施機関である当研究所を加えた三者は、 9月

25日付けで第二東名に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について定めた協定書を締結し、年度内に調査

をま台めることとなった。

確認調査の結果を受け、平成 9年度に本格的に県内各地で発掘調査を開始した。これ以降、原則とし



て、第二東名の本線、サービスエリア、パーキングエリア、廃土処分場については、当研究所が調査

を実施、工事用道路、取り付け道路部分については、当該市町教育委員会が対応することとなった。

一方、長泉町から御殿場市駒門の 13.4km (以下、第 13次区間)については、平成 9年1月31日付

けで日本道路公団に対し、建設に係る調査開始指示、同年 12月25日付けで施行命令が出された。

第 13次区間については、平成6年に建設省(現国土交通省)より埋蔵文化財の所在の有無に関する

照会が出され、市町教育委員会によって踏査が行われていたが、平成 10年9月2日付けで日本道路公

団静岡建設局長から県教育長宛に、再度「埋蔵文化財包蔵地所在の有無について」の照会がなされた。

文化課は、 9月25日付けで関係市町教育委員会に再踏査の依頼し、 10月2日に踏査実施に関する打合

せ会を行った。 11月上旬に長泉町・裾野市・御殿場市教育委員会より踏査結果について報告がなされ、

その取りまとめ結果を県教育長名の 12月17日付け文書を以て、調査対象箇所は、 21箇所、調査対象面

積は、 108，734rriと静岡建設局長に回答した。

平成 11年3月5日、建設局と県教育委員会、当研究所の三者は、 13次区間の埋蔵文化財発掘調査の

実施を盛り込んだ、協定変更を行った。
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発掘調資事整理作業の方法と経巡
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発掘調査巴整理作業の方法と経過
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発掘調査・整理作業の方法と経過
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発掘調査。整理作業の方j去と経過
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発掘調査也事告理作業の方法と経過
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第 32困層位別掘削(測量)範囲 (6)

事変更の希望を受け、平成 14年 3月に(本調査I期)調査中の対象部分に盛土し、仮引渡しが行われた。

また、 591号線に平行する電線・電柱の支持柱下位部分も同時に残された。この部分の調査は、工事用

道路廃絶と電線・電柱の支持柱撤去とが終了した後の平成 20年 11月に町道下長窪駿河平線の調査(本

調査VI期)と合わせて再開され、平成 21年 3月までに終了した。

2.3・4区は公団が作成した町道切換道路建設計画案(当時)に沿って早期引渡しが要求された簡所で

ある。また、町道下長窪駿河平線東脇部分 (2-1・3-1・3-2区)は平成 14年9月から調査し、町道十字道

東脇部分 (4-1区)は平成 15年 4月より隣接区に先行して調査した。

道路・構造物下の調査残部を除いた対象地区の調査は、平成 17年 1月に終了し、用地の引渡しが行わ

れた。

道路部分の調査は切換道路完成に合わせて行った。 591号線西部は平成 19年 11月、 401号線部と 591

号線東部は平成 20年 9月、下長窪駿河平線部は平成 20年 11月よりそれぞれ調査し、部分的な用地引渡

しを行いながら平成 21年 3月に全ての現地調査を終了した。
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第2節整理作業

遺構・遺物量が膨大であったため、全体を 3部にわけ、整理作業を実施した。本書(旧石器時代 (AT

下位)編)に収録する遺構・遺物の整理作業は平成 20年 12月から 22年7月まで長泉地区事務所におい

て実施した。作業工程の大略は以下の通りである。

平成 20年度

12月洗浄、注記

1 月~3 月分類

平成 21年度

4 月~6 月分類、接合、実測

7 月~8 月写真整理・図面整理

8 月~12 月図面編集

1 月~2 月遺物写真撮影

2 月~3 月版組・編集

平成 22年度

4 月~7 月校正

黒曜石製遺物については沼津工業高等専門学校の望月明彦氏に依頼し、 4次にわたって産地分析を行っ

て頂いた。文章、表、図における黒曜石の産地名はこの分析結果に依拠した。土坑覆土と周辺土壌の理化

学的分析は発掘調査継続中に株式会社パリノ・サーヴェイに委託し、玉稿を賜った。出土炭化物の放射性

炭素年代測定及び樹種同定は(株)加速器分析研究所に委託した。これらの分析結果は本書巻末の駒編に

収録した。

石器実測図は平成 21年度8月から 12月にかけて(株)ラングに委託し、 AdobeIllustratorを用いて作

成して頂き、一部を当研究所の臨時職員がおこなったO 分布図・写真図版編集と版組は阿部と当研究所臨

時職員が行った。文章の作成、遺物写真の撮影、編集は阿部が行った。

分布図は発掘調査段階において(株)シン技術コンサルタント製「遺跡管理システムJに入力された座標情

報をもとに、理化学的分析と考古学的分析とによって得られた諸属'性を加えて掲載した。

喋群等の実測図は加藤建設株式会社に委託し、 AdobeIllustratorを用いて作成して頂いたうえで、本研

究所で編集した。セクション図は本研究所でスキャンし、IllustratorCS3でトレース・編集した。表の作成

には MicrosoftExcel 2007、文章の作成には MicrosoftWord 2007を用いた。
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く層イ会名下 〈略称〉

表:ヒ

黒色土隠 UK 

新制スコ 'Jア繕 NSC 

砂~Rスコリアj吾 Sr!Z 

カワゴm/>¥.ミス KGP 

系色土問 7日

Oe搭色土層 T.N 

楽色土居 I(U 

富士黒土隠 Fs 

休場周Jこ{喜(部) YLU 

休場[苦スコリア 1 'fLsl 

休場層中層 (fim) γLM 

休場暦ス工2 リア 2 Yls2 

休場層下層(部) YLL 

休場層直下黒色帯 r心3

害事 Iスコリアj吾 SG 1 

第 l黒色筒 sB 1 

ニセローム摺 Ni 

第E黒色帯 sB [[ 

主主Eスコリア陪 sc r; 

第且:蒸色帯 ssllI 

籍軍スコリア帯スコリア 1 sellis1 

高Eスコリア帯黒包帯 1 sc誼b1 

第盟スコリア諮ス二リア 2 SClHs2 

第illスコリア帯黒包帯 2 SCllib2 

官民一Eスコ 'Jア市スコリア 3 sc盟83

主主血スコリア幣スコリアヰ SGm~4 

第百スニlリア帯スコリア 5 SCDls5 

~:l"il黒色情 [;srv 

スコリア KSC 

第V黒包帯 13C¥I 

スコリア f(SC 

第"1鵠色帯 sB羽

スコリア [(SC 

第可思議色帯 iJBiJIi 

中部ローム

と文化層

'~a 
~V 



31層は スコリア 層に比して、 千黒味を いる。

以上 10~'- 25層が上部ロームに

32層 コリア 中部ローム に相当する。第I

引月 号参考文献

白井:1幸雄 m 藤井敏嗣 19831愛馬火山の地質Jr地震研究所最報jVoL64、347-389買、東京大学地震研究所。
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第3章遺跡環境
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第34歯周辺の主要遺跡
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第I黒色帯から休場層上部の遺構・遺物およびそれ以上に含まれる関連石器群を間後半期として扱うこと

とし、特に本書に関連する前者の時期について概観する。なお、周辺の遺跡については第 34図および

表 1に示し、また富士石遺跡に近接する第二東名関連遺跡との位置関係は第 35函に示した。

1. 前半期前葉

前半期は大まかに第四黒色帯から第N黒色帯に包含される前葉と、第国スコリア帯黒色帯 2からニセ

ローム層までに包含される後葉とに分けることが出来る。

上部愛鷹ローム層の下底部に位置づけられた第四黒色帯は後期旧石器時代初頭の石器群が包含される

層である。同層の上部では、元野遺跡〈柴田・小崎ほか 2008)、中見代第E遺蝋高尾 1988)、子ノ神遺跡(石

川・北J111982)で、際や剥片類が出土した。秋葉林遺跡第I文化層は石核(または喋器)と剥片類とか

らなる(阿部 2009)。最近、向田 A遺跡(富樫・中村 2007)の同層からナイフ形石器の一部と推測され

る黒曜石製の二次加工石器が単独出土したが、折損しているので評価が難しい。長泉町梅ノ木沢遺跡(笹

原千 2009)では局部磨製石斧、富士石遺跡第I文化層では台形様石器と打製石斧がそれぞれ出土した。

追平B 遺跡(贋瀬 2006)はBB刊から BBN相当層という位置づけで台形様石器、打製石斧、基部加

工のナイフ形石器が検出された。現場の所見で、は包含層の中心は伺層の最下部だったといわれている。富

士石遺跡と追平B遺跡、で出土した台形様石器は平坦剥離による基部・側縁調整で長台形、長三角形、

五角形に整形するもので、二次加工が良く発達している。

第VI黒色帯から第百黒色帯にかけても台形様石器と石斧が多く見られる。台形様石器は BBVIlのそれと

形態的にはよく類似している。関東・中部・東北地方で、はこの時期に石刃石器群を伴っていたが、愛鷹・

箱根地域では発達が弱い。剥片石器の石材には中部高地や神津島の黒曜石が用いられ、この時期に海上

航路を含む両産地の往還移動が行われていたことを示している。

環状に配された石器ブロック群が発達するのもこの時期である。環状ブロック群は列島に広く認めら

れるが、とりわけ中部地方から関東地方にかけてよく発達することが知られ、狩猟採集民の民族誌モデ

ルからの類推で、季節的に移動する集団の冬期のキャンプ地ではないかともいわれている(佐藤 2002)。

愛鷹山麓では中見代第I遺跡(高尾 1989) と土手上遺跡(高尾 1988)で確認された。そのほかの当該時

期の代表的遺跡としては、清水柳北遺跡(関野・鈴木ほか 1990)、ニッ洞遺跡(山本・仲間 1993)、西洞

遺跡 b区(笹原芳 1999)、梅ノ木沢遺跡(笹原千前掲)などがある。

2匪 前半期後葉

第百黒色帯 (BB町)の上位にあたる第Eスコリア帯スコリア 5から 3の遺跡は少ない。土壌自体は厚

いが堆積期聞が短かったのかもしれない。再び遺跡がみられるようになるのは第Eスコリア帯スコリア

3 (SCm s3)上位の第国スコリア帯黒色帯 2(SCm b2)および同スコリア 2(scm s2)からであり、向田

A 遺跡の石器群がこの層位を主体に包含される。本格的に増加が見られるのは同層上位にあたる第Eス

コリア帯黒色帯 1(SCm bl)および、同スコリア 1(scm sl)からである。第VI黒色帯 (BBVI)から第百黒色

帯 (BBN)期に比べて台形様石器と石斧が乏しく、逆に石刃石器群が発達する。中見代第E遺跡が代表

的である。

第E黒色帯 (BBm)から第E黒色帯で発見される遺跡はとても多い。第E黒色帯では、基本的には第

Eスコリア帯 (scm)期と同種の石器群が認められるが、ホルンフェルスに代わって天城柏峠産黒曜石

を消費する地点が多く、その石材消費量において突出した遺跡が出現する点でも特徴のある時期である。

例えば清水柳北遺跡中央尾根、中見代第I遺跡第E文化層、上松沢乎遺跡第E文化層(笹原千 2004)、初

音ヶ原 A遺跡(鈴木 1999)で同石材の消費規模の大きなブロックやブロック群が発見されている。ただ
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第3章遺跡環境

し、信州系黒曜石の消費が突出する柏葉尾遺跡(池谷・殿岡 1996)や古木戸B遺跡(未公表)のような

特異な遺跡もある。この時期は列状配置した土坑群が検出されることでも知られている。箱根山西南麓

では初音ヶ原遺跡群が著名であるが、愛鷹山麓でも塚松遺跡(藁科・三好ほか 2008)、富士石遺跡(向

No.l42地点)、東野遺跡(同 No.l43地点)、測ヶ沢遺跡(同 No.27地点)、鎌沢遺跡(同 No.28地点)な

どでも検出された。これらは陥し穴として畏猟に利用されたとして研究者間で意見がほぼ一致している

が、しかしその方法に関しては種々の見解が提示されており(佐藤 2002、稲田 2004、今村 2004など)、

現在も議論が続いている。愛鷹山麓で、は塚松遺跡以外がまだ、報告されていないが、今後が期待される。

第E黒色帯 (BBII)の遺跡も第皿黒色帯 (BB置)のそれと並んで多い。しかし利用石材は天城柏峠産

黒曜石の消費が再び¥減少し、ホルンフェルスの割合が高くなる。陥し穴の構築も殆どなされなかったよう

だ。西洞遺跡 b区や清水柳北遺跡が代表的である。

姶良丹沢火山灰の包含層で、あるニセロ}ム層 (NL)では遺跡数が減少する。石刃石器群が少なく、小

型剥片製石器群の伸長が著しいようである。清水柳北遺跡やイタドリA遺跡(壬生・杉山 2009)で石器

集中地点が確認されている。利用石材に占める信州系黒曜石の割合が増加することから、北方との往還

移動の頻度が増した可能性が推測され、こうした傾向は武蔵野台地等の関東と共通する。
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第4章 旧石器時代の遺構と遺物

概要

中部愛鷹ローム層最上部から休場層全体にかけて旧石器時代の遺構と遺物が発見された。本書で報告

するのは中部ローム層最上部から姶良Tn火山灰が濃集するニセローム層 (NL)までである。この間で発

見された遺構は、諜群 27基と土坑 32基である。喋群の多くは焼け磯を主体とする磯の集合で火の使用

を伴う施設と考えられる。炭化物を伴うこともある。土坑は 32基中 30基が陥し穴と推定されるもので¥

検出層準は BBIIIから SCIII上部が殆どを占める。ほか1基(第X臨文化層)は形態的に大きく異なってお

り、少なくとも陥し穴の可能性は低い。

石器集中部は全体で 63箇所が抽出された。 BBIIを中心とする第XII文化層に帰属するものがその大半

を占め (38箇所)、 BBIII下・中部を中心とする第E文化層で 8箇所、 BBVIIを中心とする第I文化層と NL

下部を中心とする第XIII文化層とでそれぞれ5箇所、 SCIIIb1で2箇所抽出された。ほかは5枚の文化層

で各 1箇所ずつであるが、集中部が抽出されなかった文化層もある。

文化層は以上の遺構と遺物の層位的上下関係から、表 2にあるような 13枚を設定した (39頁第 33図

も参照)。

表2 文化層の概要

文化層 中心層位 石器 石器集中 磯 磯群 炭化物 焔し穴 その他の土坑

BBVII 491 5 17 62 

E BBVI 33 10 41 

E BB羽上位SC 18 2 

lV BBV 25 

V BBVI 7 17 19 

VI scmb2 68 4 

VII scms2 28 3 4 

四 scmb1 17 2 23 3 

IX BBm中・下部 220 8 10 29 

X BBm上部 9 150 2 

XI SCIT 4 

XIT BBIT 398 38 127 14 30 

xm  NL 223 5 33 5 7 
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第I文化層

(第四黒色帯を中心とする遺構と遺物)

第1節

概要

中部ローム層最上吉防、ら BBVI下部にかけて石器 491点、磯群 17点、炭化物 62点が検出された(第 36・

37図、表 3)。遺物が最も濃集するのは BB四である。整理の結果、石器集中 5箇所が抽出されたが、何

らかの機能を推定できるような礁群は抽出できなかった。

分布は大きく分けて4地点にわけられる。北から順に、 Z'AA16・17グリッドには石器集中 2・3と礁・

炭化物、 V'WlOグリッドには石器集中 1および、磯・炭化物、 J5グリッドには石器集中 5と炭化物、Il

グリッドには石器集中 4がそれぞれ分布する。これらの地点聞は数 10mから 100m以上も離れていること

から、それぞれの形成機会は同時ではないと推測される。

主要なニ次加工石器類は、台形様石器7点、ナイフ形石器3点、削器1点、磨製石斧1点、打製石斧

2点、二次加工剥片 6点などで、全体に占める比率が高い(約 4.1%)。剥片類(本書では、石刃、剥片、

調整剥片をはじめとする二次加工部の認められない剥片石器類の総称)の石材はホルンフェルス 286点

(58.2% ;小数点第 2位は四捨五入。以下の百分率の表示は同様)で、これに和田鷹山産黒曜石 97点

(19.8%)、天城柏峠産黒曜石 51点 (10.4%)などが続く。愛鷹・箱根地域の台形様石器群を伴う遺跡、

に多いとされる神津島恩馳島産黒曜石製は僅か 1点であった。中心は近傍で採取されるホルンフェルス

だが、信州系黒曜石の比率が高いことに特徴がある。

''T 

同雪一-一回

T

ホ
ル
ン
フ
エ
ル
ス

重
質
シ
ル
ト
岩

重

質

頁

岩

百
脚
色
凝
灰
岩

国
締
粒
安
山
岩

爾
右
安
山
岩

推

定

不

可

測

定

不

可

高
押
津
島
思
馳
島

和

国

鷹

山

石器組成

夢

科

冷

山

諏
訪
星
ケ
台

第 I文化層墨i

1 

3(1) 

2 

6(1) 

2(1) 

403 (35) 

12 

17 40 

5 13(1) 

1 1 1 11 (1) 286 (4) 491 (39) 

括弧内は微細剥離痕のあるものの点数。内数。

2 

2 

2 (1) 

65 (8) 43 (13) 

12 

6 

1(1) 

)
 

-(
 

1
 

261 (4) 9 (1) 

2 

4 

16 

20 

-48-

2 

13 (6) 

4 1 

53  (1) 

13(6) 97(10) 51(14) 

4(3) 

5(4) 

台形様石器

ナイフ形石器

削器

磨製石斧

打製石斧

二次加工事l片

石刃

剥片

諦整事l片

打製石斧調整号制!片

砕片

右核

計



第41'手 !日;δ滞時代の遺構と遺物





第4章 18石器時代の遺構とJ宝物
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第4章 iB石器時代の遺構と遺物
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3. 接合資料の検討

第55胆68図 (31-139)は石器集中 lを主体に分布する石器の接合した状態およびその構成部品である。

第 55図31(接合資料 122)は諏訪星ヶ台産黒曜石の二次加工剥片 1点 (15) と剥片 3点 (32-34)が

接合した状態である。剥片素材の石核の表裏を交互に打撃する過程が読み取れる。
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とは異なる集中的な二次的剥離痕が認められることから何らかの二次加工石器の調整を行っていた可能
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175 (接合資料 105)は和田鷹山産黒曜石の調整剥片 2点 (176・177)が接合した状態である。使用

痕とは異なる集中的なこ次的剥離痕が認められることから何らかの二次加工石器の調整を行っていた可

能性が高い。

178 (接合資料 112)は和田鷹山産黒曜石の二次加工剥片 l点 (17)

態である。

と剥片 1点 (179)が接合した状

第 72図 181(接合資料 113)は和田鷹山産黒曜石の剥片 3点 (182-184)が接合した状態である。自

然面の付いた石核を同一方向に打撃して小型剥片を生産していることが読み取れる。

185 (接合資料 102)は和田鷹山産黒曜石の二次加工剥片 l点 (18) と剥片 1点 (186)が接合した状

態である。多打面転移型の剥離過程が読み取れる。

第 73園 187(接合資料 137)は天城柏峠産黒曜石の剥片 5点 (188-192)、台形様石器1点 (7)、ナイ

フ形石器2点 (8・9)が接合した状態である。亜角礁の比較的平坦な自然面を同一方向に連続的に打撃

して小型縦長剥片を量産する過程が読み取れる。縦長剥片は二次加工を施して台形様石器とナイフ形石
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第4章 旧石器時代の遺構と遺物

器として製品化される。こうした二次加工石器類のほかにも 191のように縁辺に使用痕と推定される微

細剥離痕が観察されるものがあり、本個体による石器の生産性の高さを示している。

193 (接合資料 133)は天城柏峠産黒曜石の剥片 14点(向図 194・第 74図195-207)と石核2点 (208・

209)が接合した状態である。多打面転移して小型剥片を量産する過程が読み取れる。石核はサイコロ

1犬になる。

第75図210(接合資料 135)は天城柏峠産黒曜石の剥片 3点が接合した状態である。小型剥片を量産

する過程が読み取れる。

211 (接合資料 136)は天城柏峠産黒曜石の剥片 2点 (212・213)が接合した状態である。小型剥片

を量産したことが読み取れる。微細剥離痕がつくもの (213)が含まれており、二次加工を施さない石

器も生産したことがわかる。

214 (接合資料 134)は天城柏峠産黒曜石の剥片 8点 (215制222) と石核 1点 (223)が接合した状態で

ある。小型剥片を量産したことが読み取れる。

第76図224(接合資料24)は剥片 3点 (225-227)が接合した状態である。平滑な剥離面を打面とし

て、同一方向に連続的に打撃し、小型から中型の幅広剥片を量産したことが読み取れる。

228 (接合資料26)は珪質シルト岩の剥片 2点が接合した状態である。自然面打面を同一方向に連続

打撃し、小型から中型の剥片を量産したことが読み取れる。

229 (接合資料25)は自然面打面を同一方向に連続打撃し、小型から中型の剥片を量産したことが読

み取れる。

230 (接合資料3)はホルンフェルスの剥片 3点(同図 231・第 77図232・233)が接合した状態であ

る。亜円磯の端部で自然面を同一方向に連続打撃し小型の幅広剥片を量産したことが読み取れる。

234 (接合資料4)はホルンフェルスの剥片 8点 (235圃242)が接合した状態である。やや扇平な亜円

礁の平坦な自然面を打薗として同一方向へ連続打撃し、小型から中型の幅広剥片を量産した過程が読み

取れる。

第78図243(接合資料 17)はホルンフェルスの剥片 11点 (244-254) と石核 l点(第 79図255)が

接合した状態である。やや扇平な亜円礁の平坦な自然面を同一方向に連続打撃し、小型剥片を量産した

過程が読み取れる。

第79図256(接合資料 18)はホルンフェルスの剥片 19点(同図 257-262・第 80図263・273・第 81

図274・275)が接合した状態である。亜円礁の自然面を打面として多打面転移しながら小型から中型

の幅広剥片を量産する過程が読み取れる。

276 (接合資料20)はホルンフェルスの剥片 7点(同図 277-279・第 82図280-283)が接合した状態

である。亜門礁を交互剥離して小型から大型の剥片を量産した過程が読み取れる。

第82図284(接合資料21)はホルンフェルスの剥片 1点(286)と石核 1点(285)が接合した状態である。

亜円礁を分厚く剥離して得られた剥片を素材とする石核の平滑な自然面を打面として、腹面倒を作業面

として半求心状に加撃し、小型剥片を量産する。打面調整痕は全く認められない。
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4. 磯

Ilグリッドの BB田上部で喋2点が検出された(第 83図)。石器集中 4と近接分布しており(第 46・

47図)、関連があると思われる。

⑧ 
座標11から 1 
;tへ3聞東へ3m!

A o 旦一一

187. 2m一一」 正一一

闘
関

<0 降雪fLーム

1/40 
1m 。

第83図第 I文化層 11グリッドの蝶

5. 炭化物集中

3箇所が検出された(第37図)0BB班出土炭化物5点については放射性炭素年代測定(AMS)を行った。

炭化物集中 12(第 42図)

AA.216・17グリッドの BB砲を中心に分布し、石器集中 2・3と重複する。 BBVIl出土炭化物 2点、

を試料として放射性炭素年代測定 (AMS)を行い、 142-39については 32，500:t 180BP (1AAA-90635)、

142-40については 32，550土 190BP(1AAA欄90636) という結果を得た(附編(株)加速器分析研究所論

文参照)。

炭化物集中 7(第 46・47図)

JOグリッドの BB閣を中心に分布するが、石器集中との重複は認められない。ただし、南へ約 5mの

地点に石器集中 4が分布する。 BBVIl出土炭化物 l点を試料として放射性炭素年代測定 (AMS)を行い、

142-38については 31.620土 190BP(1AAA-90634) という結果を得た(附編(株)加速器分析研究所論

文参照)。

炭化物集中 30(第 46・49図)

14グリッドの BBVIlを中心に分布し、石器集中 5と近接する。炭化物 2点を試料として放射性炭素年

代測定 (AMS)を行い、それぞれ 142-41については 31.840:t 180BP (1AAA-90637)、142-42について

は31.930:t 180BP (1AAA-90638) という結果を得た(附編(株)加速器分析研究所論文参照)。
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第4章 旧石器時代の遺構と遺物
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第N文化層

(第V黒色帯を中心とする遺構と遺物)

第4節

概要

AJ28のBBVを中心に炭化物 25点が集中して検出された(第94図)。炭化物以外、喋や石器等の遺物

は検出されなかった。

炭化物集中

1箇所識別された。

炭化物集中 9(第95関)

AK. AJ28グリッドの BBVを中心に炭化物集中が識別された。このうち十分な大きさのある試料2点の

放射性炭素年代測定 (AMS) を行い、 142-30については 30，580土 170BP(IAAA幽卯626)、142-31につい

ては 30，430:t 160BP (IAAA働関627) という結果が得られた(附編(株)加速器分析研究所論文参照)。
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第V文化層

(第W黒色帯から第皿スコリア帯スコリア 5を中心とする遺構と遺物)

第5節

概要

ログリッドの BBNからscm85にかけて石器7点、蝶 17点、炭化物 19点が検出された(第96-102

図、表11)。遺物が最も濃集するのはBBNである。石器集中 1箇所のほかに炭化物集中が検出されたが、

喋群については集中密度が弱いため設定しなかった。
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表11

1. 石器集中

l箇所が抽出された。
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第V文化層石器集中7
黒耀右 安力

箱 天出三
根 城相ニ

畑 柏 宮

宿峠 E

台形様石器

掻器

石刃

剥片

計 2 

内

d
同
凋
陪
1

台形様石器

掻器

石刃

動l片

言十

石器集中 7(第 101・102図、表12)

12グリッドの BBNを中心に分布し、石器6点で構成さ

れる。台形様石器と掻器を主体とする。石材は、天城柏峠

産黒曜石4点(接合資料 I例)、ガラス質黒色安山岩2点

である。

様と炭化物(炭化物集中4・5)が重複分布し、ほかに

も南へ数m ほど離れた場所に蝶と炭化物(炭化物集中 6)

がある。 6箇所の炭化物集中から十分な大きさのあるもの

を各2点、合計 12点の試料を抽出し、放射性炭素年代測

定 (AMS)を行った結果、30.070~ 28.860BPと算出された。

疎群は分布密度が低いので設定しなかったが、重量 1kg

以上の大型礁が半数を占めていた。喋の底面は概ねBBN

でまとまっているようである。

2. 出土石器の検討

第103図294はscm85で検出されたガラス質黒色安山岩製の台形様石器である。端部が尖状になる縦

長剥片を縦位に用い、自然面の付いた縁辺から裏面加工して側縁ないし基部を形成し、端部をそのまま残

して刃部となす。背面左の比較的こまかい剥離面も二次加工かもしれない。石器集中 7に含まれる。

295はscm85で検出された天城柏峠産黒曜石製の掻器である。同一の打面からの連続的な打撃によっ

て剥離された縦長剥片の末端を中心に表裏から二次加工して刃部を作出する。石器集中 7に含まれる。

296はscm85で検出されたガラス質黒色安山岩製の石刃である。右縁辺上部に微細剥離痕が観察され

る。石器集中 7に含まれる。

炭化物集中

7箇所が検出された。すべて石器集中7付近に分布する。採取された炭化物試料12点 (142-18~ 29) 

について年代測定 (AMS)、樹種同定を実施し、年代については 30，1卯~28.860BPの値を得た。この成果

は附編の(株)加速器分析研究所論文に詳述されているので参照されたい。
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第103圏第V文化層の石器群

炭化物集中 4(第99図)

12グリッドで約 2.5mx 2.2mの範囲に分布し、 scm85から試料3点か、採取された。試料2点 (142-22・

23)について放射性炭素年代測定 (AMS)を実施し、 29.370:t 150BP (1AAA-90618)、29.300:t 150BP 

(1AAA-90619) (未較正)という結果が得られた。

炭化物集中 5(第99図)

ログリッドで約1.7mx 0.7mの範囲に分布し、 sc盟85から試料2点が採取された。この試料2点

(142-24・25)について放射性炭素年代測定(AMS)を行ったところ、それぞれ29.510:t 150BP (1AAA-90620)、

29.420土 150BP(1AAA-90621)という結果が出された(いずれも未較正)。

炭化物集中 6(第99図)

石器集中 7の南、H2グリッドで約 2.5mx 1.9mの範囲に分布し、 scm85から試料2点が採取された。

この試料2点 (142-26・27)について放射性炭素年代測定 (AMS)を実施し、29.010:t 150BP (1AAA-'叩622)、

29.260土 150BP(1AAA-90623) (未較正)の結果が得られた。
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第4章 旧石器時代の遺構と遺物

炭化物集中 1(第 100図)

石器集中 7の東北、J3グリッドで、約 2.6mx 1.5mの範聞に分布し、SCIlIs5から試料2点が採取された。

この試料2点 (142-18・19)について放射性炭素年代測定 (AMS)を実施し、29，270士 150BP(IAAA-'卯614)、

29，220 :t 150BP (IAAA-'卯615)(未較正)の結果が得られた。

炭化物集中 2(第 1∞図)

石器集中 7の南東、H2グリッドから H3グリッドにかけて約1.5mX 1.0mの範囲に分布し、 SCIlIs5 

から試料I点が採取された。

炭化物集中 3(第 100図)

石器集中 7の束、 I3グリッドで約 12.0mX 5.8mの範囲に分布し、 SCIlIs5から試料3点が採取された。

このうち試料2点 (142-20・21)について放射性炭素年代測定 (AMS)を実施したところ、それぞれ

29，020 :t 150BP (IAAA-90616)、29，920:t 150BP (IAAA-90617)と算出され、互いに大きく議離した。後

者のより古いほうの年代値は、次の 142-28・29のそれに近く、何らかの関係があるのかもしれない。

炭化物集中 28(第 100図)

石器集中 7の束、 I3グリッドで約 5.0mX 3.4mの範囲に分布し、 BB町から試料6点が採取された。こ

のうち試料2点(142-28・29)について放射性炭素年代測定(AMS)を実施し、30，030:t 160BP (IAAA-90624)、

29，910 :t 160BP (IAAA-90625)の結果が得られた。検出された層位が他の炭化物集中から採取された試

料よりも下回ることを反映してか、比較的古い年代となった。
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第VI文化層

(第盟スコリア帯黒色帯 2を中心とする遺構と遺物)

第6節

概要

AL' AM21・22グリッドのSCIIIb2を中心に石器68点と喋4点が検出された(第104図)。石器集中は I

箇所である。石材は天城柏峠産黒曜石が中心で、これに碧玉が続く(表 13)。碧玉の原石搬入が特徴的

である。
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2. 出土石器の検討

第 107図297はscmb1で検出された天城柏峠産黒曜石製の前器である。求心的な剥離過程中にとられ

た幅広剥片の裏面に扶入状の刃部を作出する。その他の縁辺にも微細剥離痕が多数観察され、使用の著

しさを示す。石器集中 8に含まれる。

298はscmb2で検出された天城柏峠産黒曜石製の二次加工剥片である。幅広剥片の末端に急角度の二

次加工を施す。石器集中 8に含まれる。

299はscmb2で検出されたホルンフェルス製の削器である。半求心的剥片剥離の過程で自然面を打撃

して取られた剥片の縁辺の裏面に刃部を作出する。石器集中 8に含まれる。

3∞はsc田b2で検出された和田鷹山産黒曜石製の二次加工剥片である。縦長剥片ないし石刃の末端を

折り取る。その他の縁辺には微細な剥離痕が観察される。石器集中 8に含まれる。

301はscmb1で検出された緑色を呈する碧玉製の二次加工剥片である。縦長剥片ないし石刃の末端に

「折り取り」を含む二次加工を施す。石器集中8に含まれる。なお、 301・302・304-306および332(接

合 178)・343(接合 179)はその色と質とから同一個体と推測される。

302はscms2で検出された緑色を呈する碧玉製の稜付石刃である。その背面の中央から左側には、向

一方向に連続打撃する過程で稜を形成した痕跡が認められる。 303・305・306および接合資料となって

いる 332・343の各石器の母岩は、色調や質感が302と非常によく似ている。石器集中 8に含まれる。

303はsc皿b2で検出された馨科冷山産黒曜石製の石刃である。固定的な打面を対向方向に連続打撃す

る過程で得られた小型の石刃である。石器集中 8に含まれる。

304はscmb2で検出された諏訪星ヶ台産黒曜石製の石刃である。端部に向かつて収散する鋭い縁辺に

微細剥離痕が多数観察される。石器集中 8に含まれる。

305はscms3で検出された緑色を呈する碧玉製の石刃である。同一方向に連続打撃する過程で得られ

た。発掘時に打面近くを折損した。石器集中 8に含まれる。

306はsc班 s3で検出された緑色を呈する碧玉製の石刃である。中央の折れは発掘によるものである。

石器集中 8に含まれる。

307はscmb2で検出された流紋岩製の石刃である。対向方向に連続剥離する過程で生産された石刃で

ある。石器集中 8に含まれる。

第 108図308はscmb2で検出された天城柏峠産黒曜石製の石刃である。両縁辺に微細剥離痕が観察さ

れる。石器集中 8に含まれる。

309はscmb2で検出された天城柏峠産黒曜石製の石刃である。両縁辺に枇細剥離痕が観察される。石

器集中 8に含まれる。

310はscmb2で検出された珪質岩製の石刃である。灰色がかった油脂状の光沢がある轍密な石材を利

用している。単体母岩である。同一方向に石刃を連続剥離する過程で生産されたものと推定されるが、

打面に石核調整痕は観察されない。末端は折れている。石器集中 8に含まれる。

311はscms2で検出された流紋岩製の剥片である。 101(石刃)によく類似した母岩を利用している。

石器集中 8に含まれる。

312はscmb2で検出された天城柏峠産黒曜石製の剥片である。同一方向へ連続打撃して剥片剥離する

過程で得られた。縁辺に微細剥離痕が観察される。石器集中 8に含まれる。

313はscmb2で検出された天城柏峠産黒曜石製の剥片である。半求心状剥離過程で得られた幅広剥片

で、縁辺に連続的な微細剥離痕が観察される。石器集中 8に含まれる。

314はscms2で検出された天城柏峠産黒曜石製の剥片である。調整を施した作業面を打面にして剥離

した寸詰まりの尖頭形縦長剥片の縁辺に連続的な微細剥離痕が観察される。石器集中 8に含まれる。
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q 
くここ>- 298競峠

ど~ 297 黒曜石
天城柏時

と二>
299 ホルン

フェjレス

〈ごと〉 ぬ1 碧主(緑色)

~-~E0 
どご〉 却3 黒曜石

喜事科市山6 302 玉
〈ご:::c，. 304 輯右

諏訪星ヶ台 ζ二三〉 305 碧主(緑色)

くここ〉 306 碧玉(緑色)

o 213 5cm 乙 〉
307 流線岩

第107図 第羽文化層の石器群(1) 
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〈ご〉 308 黒曜石
天城柏峠

ζ二三〉 310 珪質岩

ζ二三〉 309 黒曜右
天城柏峠

〈こ二三:> 311 流紋岩 品位aI:J一町~t3
とご〉 312 黒曜石

天城柏峠

ζ二ここ〉
313 黒曜石

天城柏峠

~ 

くご〉 314 黒曜石
天城柏峠

ζここ〉
315 黒躍右

天城柏峠

v 
ζ二二ご〉 317 灘灰岩

話堅三~ç:_至三ミ
316 黒曜石

天城粕蝉

9 2/3 5cm 

第108図第VI文化層の石器群(2)
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315はscmb2で検出された天城柏峠産黒曜石製の剥片である。同一方向へ連続的に打撃する過程で生

産された縦長剥片の縁辺に連続的な微細剥離痕が観察される。石器集中 8に含まれる。

316はscmb2で検出された天城柏峠産黒曜石製の打面再生剥片である。残された作業面から小型石刃

を量産していたらしいことが窺える。石器集中 8に含まれる。

317はscmb2で検出された凝灰岩製の剥片である。石器集中に含まれない。

318はscmb2で検出された天城柏峠産黒曜石製の石刃核である。背面を自然面で覆われた分厚い剥片

を石核として、その打面側を大きく剥離して形状を整え、端部の小口から細長い石刃を連続的に剥離す

る。石器集中 8に含まれる。

第109図319はscmb2で検出された流紋岩製の石核である。自然面が多くついたままの石核を 90度

回転させながら幅広剥片を量産したことが窺える。石器集中 8に含まれる。

320はscmb2で検出された輝石安山岩製の石核である。この石材は通常、喋石器類に用いられるが稀

に剥片石器類の生産に関与することがある。石器集中に含まれない。

321はscmb2で検出された輝石安山岩製の敵石である。平面形が円形に近い。取り立てて指摘すべき

特徴はない。石器集中に含まれない。

接合資料(第 110-116図322-351)

第110図322は天城柏峠産黒曜石製の剥片4点 (323-326)が接合した状態である(接合資料 138)。

広く自然面がついた大型石核を 90度回転させながら幅広から縦長の剥片を生産する過程が読み取れる。

本遺跡に天城柏峠産黒曜石の石核は残されていなし、。接合資料に含まれるいずれの剥片にも微細剥離痕

が観察される。

第 111図327は天城柏峠産黒曜石の二次加工剥片 l点 (298)と剥片3点 (328-330)が接合した状態

である(接合資料 140)。同一の作業面を求心的に剥離する過程が読み取れ、石刃核などの打面作出(再

生)が行われたものと推測される。

331は天城柏峠産黒曜石の剥片2点が折れ面同士で接合した状態である(接合資料139}0327の石材と

非常によく似ている。遺跡内で打面作出(再生)を含む連続的な石刃剥離が行われた可能性を示唆して

いる。縁辺には微細剥離痕が観察される。

第112図332は緑色を呈する碧玉の石刃 2点と剥片7点(第 113図333回339・第 114図340・341)、石

刃核 l点 (342)が接合した状態である(接合資料 178)。その接合状態から、遺跡への原石ないしそれ

の極めて近い状態での搬入・消費が想定される。消費の初期段階で自然面を除去するために大型で幅広

の剥片を剥離し、その後の過程で小型石刃を連続剥離したことが、石核作業面から推定される。

343は灰色を呈する碧玉の石刃 l点 (344) と剥片 1点 (345)が接合した状態である(接合資料 179)。

332と石材は同じだが、色調からすると母岩は異なるように見える。しかし、その剥離過程は小型石刃

の連続剥離過程を示唆しており、同石材グループの主要な消費目的がそれで、あったことを暗示している。

第 115図346は濃緑色を呈する輝石安山岩の石斧調整剥片2点 (347・348)が接合した状態である(接

合資料 175)。側縁がほぼ平行する短冊形の打製石斧の一方から器体を大きく剥離調整した際の剥片であ

る。調整が対する側縁に達していることが348裏面下部からよくわかる。しかし石斧本体は発見されな

かった。

第116図 349はホルンフェルスの剥片2点 (350・351)が接合した状態である(接合資料50)。かな

り大型の石核が持ち込まれたことが推測される。
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。 2/3 5cm 

〆/

321 輝石安山岩

。 112 5cm 

第109圏第VI文化層の石器群(3)
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340 碧玉(緑色)
接古賀料178

343 碧主(灰色}
接合責料179 接古状態

342 碧玉(緑色)
接合責料178

Cご〉
344 碧王(灰色)

接合責料179

第114圏第VI文化層の石器群(8)
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341 碧王(緑色)
接合資料178

川安
〈ご〉 3412舗i9

。 213 5cm 



346 輝石安山岩

接古賀料175 接合状態

347 輝石安山岩

接合責料175

てごミ込

348 輝石安山岩

接合費料175

。 213 5cm 

第115図第VI文化層の石器群(9)
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第121図 第百文化層の石器群
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356 ホルン
フェルス

。 213 5cm 

。
1/2 5cm 



第8節 第四文化層

(第皿スコリア帯黒色帯 1を中心とする遺構と遺物)

概要

AL22・23、AM22・23グリッドで、石器 17点、機23

点、炭化物 1点が検出された(第 122・123図、表 17)。

層位的に最も濃集するのはscmb1である。整理の結果、

喋群3基、石器集中 2箇所が識別された。石器集中と礁・

炭化物の分布は大変近接しているので、共伴の可能性が

高い(第 124図)。

1圃石器集中

2箇所を設定した。

石器集中 10(第 125図、表 18)

AL22グリッドのscmb1を中心として分布し、総数7

点、で構成される。全てホルンフェルス製剥片である。

石器集中 11(第 125図、表 19)

AM22グリッドのscmb1を中心として分布し、総数7

点で構成される。剥片と石核と鼓石からなる。

石材は和田鷹山産黒曜石5点とホルンフェルス l点と玄

武岩 1点である。

2. 出土石器の検討

第126図358はscmb1で検出された天城柏峠産黒曜石

の剥片である。背面剥離痕は縦長剥片の連続剥離を指示

している。縁辺に微細剥離痕が観察される。

359はscmb1で検出された和田鷹山産黒曜石製の石核

である。非常に小型になるまで消費しつくされた。

360はscmb1で検出された玄武岩製の敵石である。

端部よりも平坦面に鼓打痕が多い。
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表17 第四文化層 石器組成
黒曜石 玄 ホ

手口 箱 天
武 JL-

田 根 城
岩 、J 

鷹 畑 キ自
フ 言十
エ

山 宿 峠
JL-
ス

石核

剥片 4 1(1) 9 15(1) 

鼓石

言十 5 1(1) 9 17(1) 

括弧内は微細事l離痕のあるものの点数。内数。

表18 第四文化層 石器集中10 石器組成
ホ

事l片

ムノ

フ

Jレ
ス

表19 第四文化層 石器集中11 石器組成

黒曝石 ~ ホ
岡田『古田一 武 Jレ

2 岩ン

雇 1 計
山

jレ
ス

剥片 4 

石核

敵石

言十 5 

5 
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磯群

109号操群(第 127図)

AL22グリッド北部の scmb1を中心に包含され、 4点で構成される。石器集中 10に重複する。

3. 

61号磯群(第 128図)

AL22グリッドのscms2-b1を中心に包含され、 7点で構成される。石器集中 11の南部に重複する。

62号磯群(第 129図)

AM22グリッドのscms2-b1を中心に包含され、 6点で構成される。石器集中 11の北部に重複する。礁

群中の scmb1より検出された炭化物2点(第 124図)を試料として放射性炭素年代測定 (AMS)を行っ

たところ、 142-16については 28，500:t 140BP (IAAA-90612)、142-17については 28，220:t 140BP 

という結果が出た(附編(株)加速器分析研究所論文参照)。
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第4章 旧石器持i二との遺構と遺物
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第4章 i白石器時代の遺構と遺物
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旧石器時代の遺構と遺物

ム
Im--同ロ

持禦
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山

岩

第4章

五是主且よ3
黒曜石

参箱

科根

冷畑
山宿

第医文化層表22
石器集中 13(第 136図、表22)

AG21グリッド西部のBBill下部を中心に分布し、

石器集中 12の東に隣接する。石器数は 7点と少

ないが、葬科冷山産黒曜石製の石刃素材のナイフ

形石器(第 146図365:ただし破損品)

フェルス製の石刃(第 147図385)を伴い、希少

な石器の比率が高い。

とホルン

21  2(1) 5(1) 

1 2  1 3(1) 7(1) 

括弧内は微細剥離痕のあるものの点数。内数。

E十

語科

質
黒

色

安

岩

推
定
不
可

参

科

冷

山

第lX文化層

器石形フイ

刃

片

一

ナ

石

剥

一

計

表23

石器集中 14(第 137図、表23)

AF21グリッド西部の BBill下部を中心に分布す

る。石器62点で構成され、箱根畑宿産黒曜石が

59点と殆どを占める。石器群の主体は石刃ないし

縦長剥片素材のナイフ形石器(第146図362・溺・

369)で、これらは向集中部内に石刃生産に関連す

る接合資料(第 150図394・398)が伴うことから

すると、この場所で生産された可能性が高い。

3 4 

30) 3 

47 1 1 49 

33  

159 (1) 1 1 62(1) 

括弧内は微細剥離痕のあるものの点数。内数。
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石器集中 15(第 138図、表24)

AE23グリッドのBBillを中心に分布し、石器集中

12-14からは 7mほど離れている。また、石器数6

点と僅かではあるが、構成石材の中心がホルンフ

ェルスであるといった相違が認められる。

石器組成石器集中15

'* 
二J

つ
エ
Jレ
ス

計

一前日山

表24
石器集中 16-19は、このうち 2箇所(石器集中

17・18)が近接しているが、石器集中 16がそれら

よりも北方向に約1伽1離れ(第139図)、石器集中

19が南方向に約ぬn離れている。このため、

辺りには滞在が複数回あったと推測される。
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石器集中 16(第 140・141図、表25)

L2グリッドとL3グリッドの境界付近の BBill下

部を中心に分布し、周聞にも散在する石器を含む

集中部である。石器数7点と少なく、また構成石

材種が多様であるが、このなかで主体といえるの

は単体搬入された萎科冷山産黒曜石製の台形様石

器(第 146図361)で、ほかにホルンフェルス製

削器 (371) と珪化凝灰岩製二次加工剥片 (376)

が組成する。珪化凝灰岩は本地域では珍ししこ

の遺跡においても単体の搬入品である。この地点

は石器製作よりも使用が中心だ、ったのかもしれな
-
m
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1
1
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旧石器時代の遺構と遺物

石器組成

計

石器集中17
官ー*一
石ル
安ン

山フ
岩工

11.-
ス

第4章

第lX文化層

集濯石

一有一
根

畑
宿

表26

石器集中 17(第 142・143図、表26)

11グリッドとJlグリッドに跨って、 BBillを中

心に分布する。僅か4点と少なく、二次加工石器

類を含まないが、台石が l点組成する O 石器製作

以外の作業に関連しよう。

石器組成

4
1
 

晶一宮一悶

ナイフ形石器 1 1 

jjllJ片 15(1) 15 (1) 

砕片 6 2 8 

計 21(1) 2 1 24(1) 

括弧内は微細事l離痕のあるものの点数。内数。

4
1
-
5
 

主lJ.

3 
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第lX文化層石器集中18
黒曜石 ホ

箱未子

根分二

畑 析 手

宿ル

ス

片
石
一

剥

台

一

計

石器集中 18(第 142・143図、表27)

11グリッド中部のBBill下部から中部を中心に

分布し、石器集中 17の南方向に近接する。石器

24点で構成され、主として箱根畑宿産黒曜石の消

費で形成された。二次加工石器類で組成するのは

ホルンフェルス製の小型ナイフ形石器1点のみで

ある。同石材の石器はこれ1点のみなので、製品

の状態で持ち込まれ、遺棄・廃棄されたものと推

測される。

言十

ナイフ形石器

二次加ヱ号制l片

石刃

葦IJ片

砕片

計

石器併す

石ル
安ン

山 フ
岩工

5 (1) 5 (1) 

20 (3) 5 1 29 (3) 

4 1  5 

231(4) 1 6 1 41(4) 

括弧内は微細剥離痕のあるものの点数。内数。

来
分
析

2 

第lX文化層

諏
訪
星
ヶ
台

表28

石器集中 19(第 144・145図、表28)

ZZlグリッド酉南部のBBill下部から中部を中心

に分布し、石器集中 16-19からは約80m離れてい

る。石材構成も全く異なり、主として天城柏峠産

黒曜石の消費によって形成される。同黒曜石の消

費は石刃生産を目的としており、第 147図377-381

など石刃関連石器が豊富で、ある。二次加工石器類

の主体はナイフ形石器1点で、これも天城柏峠産

黒曜石製である。この場所で製作したのかどうか

はわからないが、その他の石刃類と深い関連があ

るのは間違いないだろう。

2. 出土石器の検討

第146図361はBBillで検出された葬科冷山産黒曜石製の台形帯じ石器である。概ね同一方向へ連続打撃

して幅広剥片を量産する過程で得られた小型剥片を横位に用い、打面と末端とを折り取り、打面側の折

り取り面を打面として背面に平坦な剥離を施して側縁を形成し、また裏面下部に数回の調整を施して基

部加工とする。全体形状はほぼ矩形に整形される。困層段階併行期に典型的な技術形態的特徴を示す石

器である。石器集中 16に含まれる。

362はBBillで検出された萎科冷山産黒曜石製のナイフ形石器である。細いが厚みのある断面三角形の

石刃を縦位に用い、打面付近の右縁辺に一部稜線に達する急角度の剥離を施し、裏面左縁辺に平坦剥離

を施して基部を整形する。打面を残す。末端の折れは、裏面右側にある樋状の剥離面からすると、先端

方向からの強い衝撃によるのではないかと推測される。全体形状は不明だが、素材剥片の用い方と二次

加工技術の特徴とから、おそらくナイフ形石器だろう。なお、背面左半の広い剥離面がポジ面なので、

素材となっている石刃は摩手剥片の縁辺を削ぎ取って得られたもの(したがって彫器の削片)と思われ

る。石器集中 14に含まれる。
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第4章 旧石器時代の遺構と遺物
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363はBBillで検出された箱根畑宿産黒曜石製のナイフ形石器である。幅広剥片の打面側に急角度の剥

離を施してやや扶入状の基部を整形する。石器集中 14に含まれる。

364はBBillで検出されたホルンフェルス製のナイフ形石器である。小型石刃を縦位に用いて急角度の

剥離で左縁辺を大きく切り取って側縁および尖端部を整形すると共に、対する縁辺の一部にも同様の剥

離を施して基部を整形する。石器集中 18に含まれる。

365はBBIIで検出された馨科冷山産黒曜石製のナイフ形石器である。縦長剥片を逆位に用い、打面側

を急角度の剥離で斜めに切り取って側縁(および尖端部)を整形する。尖端部と基部とが折れているの

で全体形状は不明だが、残された形状と二次加工技術の特徴から、中型以上のサイズがあるナイフ形石

器の可能性が高い。石器集中 13に含まれる。

366はBBillで検出された箱根畑宿産黒曜石製のナイフ形石器である。石刃を縦位に用い、右縁辺を急、

角度の剥離で直線状に切り取って側縁(および尖端部)を整形し、打面を残す。尖端部が折れているが、

残された部分の諸特徴からナイフ形石器の可能性が高い。石器集中 14に含まれる。

367はBBillで検出された箱根畑宿産黒曜石製のナイフ形石器である。厚手の剥片を急角度の剥離で切

り取って基部を整形する。末端側の大部分が折れているので、全体形状は不明であるが、二次加工技術

の特徴からナイフ形石器の可能性が高い。石器集中 12に含まれる。

368はBBillで検出された天城柏峠産黒曜石製のナイフ形石器である。石刃を縦位に用い、左縁辺を打

面から末端に向かつて弧状に切り取って側縁および尖端部を整形し、対する縁辺をその半分ほどを切り

取って基部を整形する。両端部が折れているが、折れ面の厚みなどからすると大部分は依存しているも

のと思われ、ナイフ形石器である可能性が高い。石器集中 19に含まれる。

369はBB置で検出された箱根畑宿産黒曜石製のナイフ形石器である。半求心状の剥離過程で生産され

た幅広剥片を斜位に用い、末端側を斜めに切り取って側縁および尖端部を整形し、打面を残してそのま

ま基部とする。石器集中 14に含まれる。

370はBBillで検出された細粒安山岩製の削器である。幅広剥片の縁辺を大きく切り取って急角度の刃

部を整形し、対する縁辺は折り取っている(または折れている)。石器集中 15に含まれる。

371はBBillで検出されたホルンフェルス製の削器である。厚手剥片の打面側とそれに接する左右縁辺

にやや大ぶりな剥離を施して収数状の刃部を整形する。石器集中 16に含まれる。

372はBBillで検出されたホルンフェルス製の削器である。石刃の右縁辺におそらく刃部と推定される

疎らな二次的剥離痕が認められる。 K8グリッドに分布し、石器集中には含まれない。

373はBBillで検出された箱根畑宿産黒曜石製の二次加工剥片である。厚手剥片の左縁辺に急角度で厚

手の刃部を整形しているが、打面側が大きく失われているので全体形状は不明である。石器集中 12に含

まれる。

第 147図374はBBillで検出された箱根畑宿産黒曜石製の二次加工剥片である。小型剥片の末端に微細

な二次的剥離痕が連続する。ただし使用痕かもしれない。石器集中 14に含まれる。

375はBBIIで検出された和田鷹山産黒曜石製の二次加工剥片である。半求心状の剥離過程で得られた

剥片の末端および左縁辺に二次的剥離痕が認められる。石器集中 12に含まれる。

376はBBillで検出された珪化凝灰岩製の二次加工剥片である。対向的な剥離過程で得られた厚手剥片

の左縁辺に折れ状の二次的剥離痕が認められる。珍しい石材である。石器集中 16に含まれる。

377はNLで検出された天城柏峠産黒曜石製の石刃である。背面剥離痕構成から同種石刃の連続的な剥

離を行っていたことが示唆される。石器集中 19に含まれる。

378はBBillで検出された天城柏峠産黒曜石製の石刃である。背面剥離痕構成から同種石刃の連続的な

剥離を行っていたことが示唆される。石器集中 19に含まれる。
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第4章 j白石器時代の遺構と遺物

393 恒石安山岩

t一一一_l1ム一一一一三cm一 一

と

ょう

l点 し る(接

。ゐ。

を成さ

る。

4 

ふr
c' 

1 h~) 
ょ;，)ム

しか

l UMC 
面は BBIII 

に 3βEの黒色土

割り面を見れば

面

153 30 。

国 s1上面で検出されたもの

しやすいためで、

るように BT:)血中にあるものが殆どと推測される。な

る間層

り込み面は

ある 25基のうち l

-179-



tv 
39E 

1出

393 黒陸石

162 t~古状態

呈し、掘り込みも

ものと推測さ 4レ rc:;)0 

e 配列

~， 21 

161 j予合状態

日目
396 

161 

va i 
ぷご士~ <101 黒翠右

50図

ノ}エ
¥、 UこL

162 

3g7 

塑tMω4qb
/r，¥ '103 

402 。 213 ticm 

(5) 

と著しく なっ νているた にも異なる

にに配置されているように見える。 1 臼

100m /，: ものである。

して谷方面に落ち込んでいくかのように配置されていた。土坑同士の間隔は狭1ハもので約 2m、

広くなると 10m以上にもなり、一定しTいない。ごのような間隔の違いが地形面と関連するのかどう

らない。

180 



第4章 旧石器時代の遺構と遺物

究 ?
一望~-匂正ヲー
ζ〉 405 黒隈右

箱根畑宿
接合資料1印

404 黒曜石
箱根畑宿

接合資料160 接合状態

喝ロ~
ζご〉

406 黒曜石
箱根畑宿

接合資料160 白一色
。 2/3 5cm 

第151図 第医文化層の石器群(6)

⑨ 座標L2から
北へ6m車へ4m

ヲえ

む

190畑一__l 旦一一

ii盟関
。

障壁!iiijscms2 

。
1/40 

1m 

第152図 第区文化層 L2グリッドの楳

2列目は 22-25号土坑で、 1列目の北西部に接するようにしての 40mに亘って並んでいた(同国下)。

この土坑列は開口部カミら中ほどまでの半径が大きくなる共通点から一連のものと推測される。構築時期

はやはり BBIII期なので、 1列目と連動していた可能性も十分ある。

3列目は調査区中央部の 26刷29号で(同図上)、列をなしているといえるかどうか不安だが、分布が近

いので互いに関連する可能性がある。 1-21号と 22欄24号との間には藤生沢川の源流部があり、その谷間

によって互いに隔てられている。

-形態

陥し穴とみられる土坑の開口部は概ね直径約 1m程度で、 1基 (5号)を除いて円形ないし略円形を呈

し、そのまま底部に向かつて窄まっていく。したがって底部も略円形を呈する。関口部が急速に広がる
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のは崩落したためだといわれているが、完全な円筒形に掘るのは大変難しいと推測されるから、もとも

とある程度はラッパ状だったろう。深さの平均は約1.7mで、最も深いものでは BB置から中部ローム下

位のペアスコリアに達し、深さ約 2mとなる。掘り込み面の BBIIIが削られた士坑が多いので、実際の平

均値はもう少し深いだろうが、 2mを超えることは少なそうである。掘削の労を考えると、この深さ(1.7

~ 2.0m)が機能を充足するギリギリのところと推定され、おそらくこれよりも浅くては効果がなく、逆

に深くても意味がないのだろう。底面の長径は最大92cm、最小40cm、平均では約 62cmである。最小の

40cmともなると覆土の掘削は極めて困難で、、当時においても限界に近い狭さだ、ったのではなかろうか。

窄まって狭くなることに相応の機能的意味があったに違いない。

-覆土

土坑内の覆土は壁画の崩落と周囲からの流れ込みといった自然堆積によるもので、人為的と言えるよ

うな状況のものは認められない。一般的には、底部付近に土坑上部の崩落土である第直スコリア帯と BB

N以下に由来する土壌が混さやった土壌、その上位に BB皿の混ざった土壌、そして BBIIIまたはscnが順

に堆積する。このような堆積状況は本遺跡はもちろん他の遺跡でも一般的にみられるもので、流入が進

行して覆土表面が上昇していくにつれてより上層の混在比率が高くなることを原因としている。つまり

自然堆積したことを意味している。このなかで、特に BBIIIは黒色が強く識別が容易であるため、覆土の

分層の有効な指標となっている。

ただし例外もある。 22号土坑や 27号土坑では、底部に白色層や酸化鉄の混ざった土壌、その上位に

暗褐色土、褐色土、黒褐色土の順で堆積し、異なる堆積状況を示していた。おそらく埋没の初期段階で

第E黒色帯相当層の流入比率が高くなったためと推定されるが、原因は良く分らない。 22号土坑につい

ては、パリノ・サーヴェイ株式会社に依頼して覆土と周囲の土壌の採取および自然科学分析を行った。

その成果は附編に収録したので参照願いたい。

-土坑の観察(計測値等は巻末属性表を参賠)

1号土坑(第 155図)

K1グリッドに分布し、調査区南部の長大な土坑列の最も西に位置する(第 154図下)。検出面は SCIII

81で、そこから底面までの深さは1.48mである。掘り込み面は確認されなかった。中部ロームに食い込

んでいた底面から SCIIIb1までは直線的に開き、そこから検出面までは角度を変えて急に大きく開く。覆

土は SCIII中部まで褐色土壌(第8から 3層)で、その上位でBBIIIと同質の黒色土壌(第2・1層)の混

入比率が高くなっていた。

2号土坑(第 155図)

K2グリッドに分布し、調査区南部の長大な土坑列を構成する(第 154図下)。検出面は BBIIIで、そこ

から底面までの深さは1.84mである。掘り込み面は確認されなかった。中部ロ}ムに食い込んでいた底

面の径は 40cmで、本遺跡の土坑の中で最も狭く、中に入ってみると屈むことすら困難である。底面から

BBIIIまで直線的に急角度に立ち上がる。覆土は第 15から 6層までが第Eスコリア帯などを主体とする褐

色土壌で、その上位の第5から 2層までがBBIIIを主体とする黒褐色土壌、第 1層がscnを主体とする赤

褐色土壌である。具体的な掘り込み面は不明で、ある。

3号土坑(第 156図)

K3グリッドに分布し、調査区南部の長大な土坑列を構成する(第 154図下)。検出面は SCIII81で、そ
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第4章 !日石器時代の遺構と遺物

こから底面までの深さは1.78mである。掘り込み面は確認されなかった。中部ロームに深く食い込む底

面の径は 84cmと比較的広く、そこから半分までは垂直的に立ち上がり、さらに上位で緩やかに開く。

覆土は第9から 5層までは SCillを主体とする褐色土壌、その上位の第4から 1層までがBBillを主体とす

る褐色から暗褐色土壌が堆積する。

4号土坑(第 156図)

K3・4グリッドに分布し、調査区南部の長大な土坑列を構成する(第 154函下)。検出面は BBill中部で、

そこから底面までの深さは1.64mである。具体的な掘り込み面は不明である。中部ロームの上部に食い

込んで、いた底面の径は 56cmで、そこから SCillb2付近まで急角度に立ち上がり、さらに開口部に向かつ

て緩やかに聞く。覆土は第 10から 3層までがSC皿を主体とする鈍い赤褐色から明褐色土壌で、その上

位の第2・1層がBBillを主体とする極暗褐色から暗褐色土壌で構成される。

5号土坑(第 157図)

J4グリッドに分布し、調査区南部の長大な土坑列を構成する(第 154図下)。検出面は BBill上部で、

そこから底面までの深さは1.62mである。具体的な掘り込み面は不明で、ある。上面観の東側に、最深部

とは別に浅く掘り込んだ痕跡が認められた。列状に配置された他の土坑の形態から類推すれば、この状

態が陥し穴としての機能をより高めるものでないことは明らかであるから、別の理由で掘り込まれたも

のと考えたほうがよいだろう。土坑は一度掘ってしまえばそこにあるのが見た目に明らかなので、深い

ほうを掘ってから浅いほうを追加したのではなく、おそらく浅いほうを先に掘って、あとから深いほう

を掘ったのであろう。この場合は、浅いほうに陥し穴とは別の機能があったか、陥し穴として浅いほう

を掘っている最中に何らかの障害が出来たために中断した可能性があり、後者であればそれを避ける

ために一度やめて、少しずらして掘りなおしたと推察される。掘削の時間差が問題となるところだが、

列状配置の規則性からいうと 4号と 7号の聞のこの場所への配置は不可欠そうに見えるので、掘り直し

は即座に行われたと推測される。

6号土坑(第 158図)

K4グリッドに分布し、 5号土坑の北に位置するが、調査区南部の長大な土坑列からすこし外れている

(第 154図下)。検出面は SCill81上面で、そこから底面までの深さは1.49mである。具体的な掘り込み

面は不明で、ある。中部ロームに食い込んだ底面の径は 66cmで、平均に近い。そこから上位は BBNまで

垂直的に立ち上がって寸胴をなし、 SCill81上面まではラッパ状ないし椀状に広がる。覆土は第 10から 3

層までがSCill以下層準の土壌の包含比率が高く、第2から 1層になると急激にBBillの土壌が優勢となり、

目に見えて暗褐色を呈する。

7号土坑(第 158図)

J5グリッドに分布し、 5号土坑の東南方向に約 10m離れてはいるが、調査区南部の長大な土坑列を構

成するひとつと推測される(第 154図下)。検出面は SCill81上面で、そこから底面までの深さはl.71m

である。具体的な掘り込み面は観察できなかったが、 BBill以上であることは確実である。中部ロームに

食い込んだ底面の径は 54cmと比較的狭く、そこからラッパ状に聞く形状を呈する。覆土は第 10から 3

層までがSCill以下層準の土壌の包含比率が高く、第2から 1層になると急激に BBillの土壌が優勢となり、

自に見えて暗褐色を呈する一般的な堆積状況を示すが、第 10層については黄褐色、第9層については緑

灰色を呈して第8から 3層までの褐色土壌とは異なっていた。これは 22号土坑に少し共通する状況で、
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おそらく SCill等に優先して BBillの土壌の流れ込みが大きかった可能性が考えられる。

8号土坑(第 159図)

J6グリッドに分布し、 7号土坑の東北東に約 3m離れた場所に位置する。土坑列としては 20号・21号・

6号との関連もあるかもしれない(第 154図下)。検出面は BBill上面で、そこから底面までの深さは1.6m

である。具体的な掘り込み面は観察できなかったが、覆土が第9から 5層までで SCill以下層準の土壌、

第4から 2層まででBBillの土壌が優勢となり、さらに上位の第 1層でSCIIの土壌が堆積していたことか

ら、少なくともこの土坑は BBill堆積期でも埋まり切っておらず、それ以降も土壌の流れ込みが続いてい

たか、 BBill堆積期以降に掘られた可能性もある。

9号土坑(第 159図)

J6グリッドに分布し、 8号土坑の東南約 2m、10号土坑の西約 2mの場所に位置する。調査区南部の長

大な土坑列を構成するひとつと推測される(第 154図下)。検出面は BBill上面で、底面は中部ローム上

部に食い込んで、いる。その深さは1.74mである。具体的な掘り込み面は観察できなかったが、覆土が第

8から 4層まで SCill以下層準の土壌主体、第3から 2層で BBillの土壌主体、第 l層で SCIIの土壌主体、

というように極めて自然な堆積比率を示していた。

10号土坑(第 160図)

I6グリッドに分布し、 9号土坑の東北隣り、 11号土坑の西北隣りに位置する。調査区南部の長大な士

坑列を構成するひとつと推測される(第 154図下)。検出面は BBill上面で、底面は中部ロームに接して

いる。その深さは1.8mである。具体的な掘り込み面は確認できなかったが、覆土は第9から 7層までが

SCill以下層準の土壌、第6から 2までがBBillの包含比率が高い黒褐色から暗褐色土壌で構成され、最上

部は SCIIを主体とする暗赤褐色土壌が、ちょうど覆土が落ち込んでいる中央部に偏って堆積していた。

この堆積状況は上述の 8・9号土坑にも共通する。

11号土坑(第 160図)

J6・7グリッドに分布し、 10号土坑の東南隣りに位置する。調査区南部の長大な土坑列を構成するひ

とつと推測される(第 154図下)。検出面は BBill上面で、底面は中部ロームに食い込む。その深さは1.84m

である。具体的な掘り込み面は確認できなかったが、覆土は第9から 5層までがSCill以下層準の土壌を

主体とし、第4から 2層までがBBillの土壌を主体とし、さらに第l層がSCIIを主体とする。堆積状況か

ら見ればSCIIはこの土坑をパックしている可能性が高く、したがってこの土坑の掘り込み時期がBBill期

であった可能性を推測させる。

12号土坑(第 161図)

I . J7グリッドに分布し、 11号土坑と 13号土坑とに、それぞれ約 5mの距離を置いて挟まれるような

位置にある。調査区南部の長大な土坑列を構成するひとつと推測される(第 154図下)。検出面は SCill

81上面で、底面は中部ロームに深く食い込んで、いた。その深さは1.68mである。検出面から SCill85ま

ではジョウゴ状に収束し、そこから底面までは寸胴状である。底面の径は 76cmと比較的広い。覆土は第

7から 3層までがSCill層準以下の土壌で、第 2・1層がBBill以上の比率が高くなり、暗褐色を呈する。
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ベアスコリア

第 156図

ι一一

国 1

A' c.& 
冨 第1層暗縄色σ5YR3/4)土濁結後強い締り強い
.... BBm相当土.多量の径2-恥m程度の赤褐色スコリアを含む.

第2屠暗褐色O.5YR3/4)土用粘性強い締り強い

ムムムI-SGillsl ""，!相当土.多量の径2-5附曜度の赤褐色スコリアを含む.
. .叫 第1層に比して赤褐色スコリアの含有量が若干少ない。
調翠母一SGillbl 第3盾補色。5YR4/4)土層粘盤強い締り強い
企企企l-SGills2 田E相当土。多量の径2-蜘剛程度の赤褐色スコリアを含む。
窪率園署一一scmb2 scm相当土の粒司塊を散漫に含む.

企企企 -SGills3 第4層階褐色(7.5YR3/4)土居粘性強い締り強い
. .でi ~~:;;;:~ BBm相当土.多量の径2.-5sl11程度の券縄色スコリアを含む.企..←SGills4ニニ-=i 第1踏に比して色調が若干褐色味を帯ぴる.
企企企ι-SGills5 第5周褐色(7.5YR4/6)土居粘性強い締り強い

BBN scm相当土.
多量の径2-'"'"程度の赤褐色スコリア、少量の径5-1伽m程度の黒色スコリアを含む.

企企←-KSG 第6膚掲色(7.5YR4!4)土贈粘盤強い締り強い
SGm棺当土，

BBV 多量の筏2-5間程度の赤褐色スコリア、少量の径5-1伽剛程度の履色スコリアを含む.
A 企l-KSG 第7屠褐色(7，5YR4/4)土層粘性強い締り強い

SGm相当土.
BB叩 多量の径2-駄間程度の赤褐色スコリア、少量の径5-1伽m程度の黒色スコりアを含む.

第6層に比して色調が若干暗い.
KSG 第8層赤褐色(2.5YR4!8)土用粘性強い締り強い
8B'阻 含まれる鉄分が酸化し、全体的に赤味がかかる。

径2-蜘剛程度の赤褐色スコリア、少貨の累色スコリアを含む。

中部ローム 第8摺赤褐色(2.5相 4/6)土沼粘性強い締り強い
鉄分の洗着層.

ベアスコリア

吋
l
i
E
N
E
F

第1贋 縞織褐色(7.5YR2/3)土層粘性強い締り有り
BBm相当土を主体とする.多置の径，.....Sslll;程度の赤縄包スコリア、
微量の筏2-勧間程曜の膏灰色スコリアを含み、微量の径2.....31111曜度の炭化物粒が混じる，

第2層 階褐色(7.5YR3!4)土層粘性有り締り有り
田E相当土を主体とする.多震の径1向島m程度の赤縄色スコリア、
微量の径2-働問程度の黒色スコリア及び径2-"，，"程度の青灰色スコりア含み、
多量の径10.....2蜘間程度の赤縄色土 (scm相当土)塊が混じる.
来赤縄色土はscmslと恩われる.

第3屠 にぷい赤褐色(5YR4/4)土居粘性有り締り有り
SGm相当土を主体とする。多量の径1-5胴程度の恭褐色スコリア、
少量の径1-&間程度の黒色スコリアを含み.少量の径10.....2伽剛程度の棺穐色式 (BBm相当土)演が混じる.
※主体主のSGm相当土はscms2を母材としていると恩われる.発泡度の商いスコリアが少量含まれる.

第4摘 にぶい赤褐色(5YR4/4)土層粘性弱い締り有り
SGm相当主を主体とする.
多量の径l.....Snr噌震の赤褐色スコリア及び径1-1伽m程度の黒色スコリア、
微量の径1-おm程度の青灰色スコリア及び径1醐朱瀦程度の白色綾子を禽む.
業主体土のscm相当土はSGms4を母材としていると恩われる. 発泡'"の高いスコリアが多量含まれる.

第5層 赤褐色(5YR4/6)土層給性弱い締り強い
多量の径1-加現程度の赤禍色スコリア、径1-伽m程度の黒色スコリア.
微量の径勿m程度の背灰色スコリア及び径1制時満程度の白色粒子を含み、微量の径2~程度の炭化物粧が混じる。
蒸発泡度の高いスコリアが少量含まれる。

11<6層 構色(7.5YR4/4)土居鈷性弱い締り有り
多量の笹1-3即曜度の赤褐色スコリア及び径1-1伽m程度の緑色スコリア.微量の笹1冊禄度の白色粒子を含む.
※土色はやや暗〈回Wに類似するが、 scms4.....5なども多〈理入していると恩われ、
明確に主体土を復示できない.発泡度の痛いスコリアを多量含む.

第7層 褐色(7.5YR4/6)土層粘性弱い締り有り
多量の径'....3m曜度の赤褐色スコリア、径1-'冊程度の黒色スコリア、微量の径1間程度の膏灰色スコリア、
少量の径1醐朱満程度の自色粒子を含む.
※発泡度の高いスコりアが第6隈と比べて大幅に減る.黒色スコリアの含有量も減少する.

第8帰 第7層に準じる。ただし.さらに緑色スコリアが減少し、含有量としては少量程度である.
第9膳 明禍色(7.5YR5/6)土層粘伎強い締り有り

径1-5剛程度の赤禍色スコリア 微量の径1-勘聞穏日度の黒色スコリアを含む.
第10膚縄色(7.5YR4/4)土居粘性有り締り強い

多量の径1-5剛程度の赤褐色スコリア、少量の径1-'"'"根底の黒色スコリア、
微貨の径1-3皿程度の膏灰色スコリア及ぴ径10m朱翁程度の白色粒子を含む。
※理主はジャリジャリとした砂状で、ヨ常に復〈締まっている.

1m 

3・4号土坑
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第1層極暗褐色(7.5YR2/3)土居給性強い締り有り
BBm相当土を主体とする.
多量tの径1-7酬程度の赤褐色スヨリア、
微量の径5-7皿程障の黒色スコリアを含み、
少食の径1-'醐程度の炭化物粒が混じる.
※赤縄色スコリアは径1-""程度が玄体を占める.
細かな炭化物粒が全体的に見られる.

第2層積褐色σ5YR3/4)土層粘性強い締り有り
BBm相当土を主体とする.
多最の径1-5胴程度の赤褐色スコリア
少貨の径5-1伽m程度の緑色スコリア、
微量の径1-'附程度の膏灰色スコリア及び
径1~未満 -1剛程度の白色粒子を含み.
微量の径1冊程度の炭化物粒.
径10~2Orrm程度の褐色土 (SGm相当土}燥が混じる.
業割合はBBm:SGm=7:3
SGm儒当土IまSGmsl-blを母材としていると忽われる.

第3照縄色σ町R4ノ4)土嫡粘性有り締り強い
SGm繍当土を主体とする.
多量の径1~4mm程度の赤褐色スコリ 7.
径，-耐聞窃度の黒色スコリア、
微量の祭1珊曜度の管灰色スコリアを含み‘
少量の瞭褐色土 (BBm相当土}が還じる。
務長崎禍色土はシミ扶に含まれており.粒径を表すことが困難.
念体では2割程度混じる感じである.

第4庖に品、い赤褐色(5YR4/4)土層給性弱い締り強い
SGm相当土を主体とする.
多量の径1-'胴程度の赤褐色スコリア、
径1-8附曜度の黒色スコリア、
微量の径1醐程度の脊灰色スコリアを含み、
微量の暗褐色土 (BBm穏当土)が混じる.
※S氾皿相当土lまscmsl-s3を母材としていると思われる.
その中でもscms2が目立つ.
径1.... 前後の集色スコリアが含まれるようになる.
時補色土は接み状に含まれており、教径を表すことが困縫.
全体では1割程度混じる感じである.
発泡度の高いスコリアが少量含まれる.

一一」
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第5層 赤縄色(5YR4/6)土層粘性有り締り強い
SGm相当土を主体とする.多貨の径1-5剛程度の赤褐色スコリア及び径1-1伽即曜度の黒色スコリア、
少量の径1-""程度の育灰色スコリア及び径1醐未満ω1間程度の白色粒子を含み.微量の径1-'皿穏度の炭化物紘が混じる.
*scm相当土iまscm叫を母材としていると思われる。スコリアの含有量が増加する.
scms4下部に見られる小豆色を呈する赤褐色スコリアを少量含む。発地皮の高いスコリアを多量含む.

第6居 にぷい褐色(5YR4/4)土層粘性弱い締り強い
SGm相当土を主体とする.多量の寵1-5開帳度の赤楊色スコリア及び径1-0削程度の黒色スコリア‘
少量の径1-""程度の膏灰色スコリア.微量の筏1醐来翁-1~曜農の白色粒子を含む.
※上層と比べやや暗い色調である.ま体土のscm相当土はscms4を骨材としていると恩われる.
ただし、やや轟味を帯びることから scms5-BBIVが混じっている可能性もある.
各層に比べて撮色スコリアが量も多〈含まれている.筏5間前後で小豆色を呈する赤縄色スコリアが少量含まれている.
発泡度の商いスコりアが多量含まれる.

第7膚 Iこぷも咋局色(町R4/4)土居粘性有り締り有り
径1-3mm程度の赤褐色スコリア及び島県色スコリア、微量の径1冊程度の脅灰色スコリアを含む。
※スコりアの含有量が上層と比べ滅少する.

第8属得色(7.5YR4/4)土居粘性強い締り有り
少量の径1ω2訓曜度の赤褐色スコリア及び径1-8s1l曜日度の黒色スコリアを含む.
業第6腐と比ペてやや暗い色舗を呈し‘発抱度の高いスコリアが含まれていない.粘性が非常に強い.

第9層 灰オリヲ色σ5YR6/2)土購粘性強い締り有り
多量の筏1-'間程度の赤褐色スコリア.径1-6間程度の集色スコリア、少量の筏1-2肺帽度の青灰色スコリア、
微量の徳川院未満-1聞曜度の白色粒子を含む.
議終層の壊が酸化し、権色を呈する"p，時々筋状に酸化が見られる.22.号土筑第10層に類似している.
土色は下層になるほど青礁が強〈なる。

第10層にぶい貧褐色(10YR5/4)土層粘性強い締り有り
少量の径1間程度の赤縄色スコリア及び径1-5岡程度の黒色スコリアを含み一次堆積土と思われる黒色土が微量混じる.
栄黒色土は地山と覆土の境に見られる.スコリアの含有量が大幅に親少している.

ベアスコリア

@ 
7号

十
座標J5から
北へ5m車へ5m

188. 4m _~A 

第1震時褐色(7.5YR3!3)土層粘位強い締り有り
BBm相当土を主体とする。
多量の径1-5閉曜度の赤褐色スコリア、
微量の径1聞寝度の青灰色スコリアを含み、
微量の筏1-2間程度の様化物継が理じる.
※赤褐色スコリアlま径1-2岡崎細かい粒径が
主体を占める.

第2層階褐色σ5YR3/4)土膚粘性強い締り有り
国E相当土を主体とする.
多量の径1-4胴程度の赤縄色スコリア、
少量の径2-5服曜度の黒色スコリア、
微量の径1剛程度の青灰色スコリア及び
径1醐来着-1珊程度の自色粒子を含み、
少量の径1-'胴程度の様化物粒、
少量の径10....21伽m程度の縄色土(sc既相当土)魂が
趨じる。
来褐色土の混入量は金体の1割程度.
scm相当土はsc盗81-s2を母材としていると

思われる.
第3膚にかい褐色(5YR4j4)土居粘性有り締り有 り

SGm (SCms2)相当土を主体とする.
多量の径l....Bmm程度の赤褐色スコリア、
径2-1蜘曜度の黒色スコリア、
微量の径2間程度の膏灰色スコリア及び
援1聞n未満-1~程度の白色粒子を含み.
少量の筏10-2湖町程度の暗銅色土 (BB盤相当土)が
混じる.
蒸発淘度の商いスコリアを多量含む。

第4層にかい赤縄色〈町R4/4)土繕粘姓有り締り強い
scm相当土を主体とする.
多量の径1-5剛穏度の赤縄色スコリア及び
径1叶 2.曜度の黒色スコリア、
微量の径1-，"，曜度の青灰色スコリア及び
径1胴未満-1~程度の白色粒子を含み、
少量の径10勾 2伽間程度の
情褐色土 (BBm相当土)が，昆じる.
※scms4下部に見られる小笠色を呈する
赤褐色スコリアを微量含む.

A A' 

ベアスコリア

第5躍 褐色(7.5YR4/4)土濁結怯弱い締り強い
scm相当主を主体とする.多量の径1-5間程度の赤偶像スコリア.
径'-1伽町程度の!!t色スコリア、微量の径1-""程度の脊灰色スコリア及び径1醐朱満程度の白色粒子を含む.

第6尉 褐色(7.5YR4/4)土居粘性弱い織り強い
SGm (SCms2....4)相当土を主体とする.多量の径1-5胴寝度の赤褐色スコリア及び
径1-1畑程度の黒色スコリア‘微量の径'-2附曜度の育灰色スコリア及び
径1冊未灘-1珊程度の白色粒子を含む.
※径取m制後の小豆色を呈する赤褐色スコリアが増加する(金体としては少量程度1.

第7層 縄色 (7.5YR4/4)土層拡性弱い締り有り
scm (SCms4....S)相当土を主体とする.多量の径l....Smm程度の赤褐色スコリア及び黒色スコリア‘
微量の径1-""程度の膏灰色スコリア、少量の径1冊未潟-，胴程度の白色粒子を含む.
※第6・7楕Iま他婦と比ベスコリアなどの含有物が多い.
径5.. 前後の小豆色を呈する赤褐色スコリアを少量含む.発泡度の商いスコリアを多量含む。

第8隈 褐色(7.5YR4/4)土帰結性有り締り強い
径1-4間程度の赤褐色スコリア、多量の径，-伽m程度の黒色スコリア、
微量の祭1-'冊程度の膏灰色スコリア 少量の径1剛時満-，.. 曜度の白色粒子を含む.
誤認主体土をはっきりと示すことが陶来ないが、ぼんやりとやや暗い土色を呈し、
scmss....田NIこ似た印象を更ける.

第9屠 緑灰色(7.5GY6/1l土帰結性強い締り有り
少量の径1....2r醐程度の赤褐色スコリア及び径1-'"'"程度の黒色スコリア、
微量の径，.曜度の膏灰色スコリア及ぴ径1~未翁ω1叩曜度の白色粒子を含む.
※層の境が酸化し、赤褐色を呈する.土色は下婦になるほど膏昧が強〈なる.

第10層にぷい貧褐色(10YRS!4)土層粘性強い締り有り
少量の径1.....2mm程度の赤褐色スコリア及び径1向島田程度の黒色スコリア、

スコリア 微量の径勧剛程度の骨灰色スコリア及ぴ径1岡来翁-1醐程度の白色粒子を含む.

。 1m 1/40 
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第4章 !日石器時代の遺構と造物
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!日石器時代の遺構と遺物第45京
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旧石器時代の遺憶と遺物第4主主
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第1層 階 褐 色(7.5相 3/4)土層粘性強い締り有り
BBm格当土を主体とするa

多量の径l~l Omm程度の赤褐色スコリア、
微量の筏2-8醐程度の背灰色スコリアを含み、
微量の筏2-7胴稜度の様化物粒が，毘じる，

第2層晴褐色(7.5YR3/4)土層粘性有り締り有り
田買相当土を主体とする.
多量の径1-5間程度の赤褐色スコリア、
径2-8珊寝度の黒色スコリア
微量の径1-勧叩程度の脅灰色スコリア及び
径1.，.来瀦程度の白色粒子を含み、
微量の罷1-3聞寝度の炭化物曲が混じる.
※第1層と比べてやや硯るい色調を皇する.

第3腰褐色σ5YR4/6)土層粘性有り締り強い
scm相当土を主体とする.
多量の径1-8間間程度の赤褐色スコリア、
径1......12111曜度の黒色スコリア、

v 微量の径2-'捌程度の脅灰色スコリア及び
1/ / 径1醐未満の白色粒子を含み、
r//  少量の径10-あ伽m程度の暗褐色土〔出国相当土)

~ノ〆// 塊が混じる.
一-グ'ン / // イ ※主体土のsom相当土1まscmsl-blを
〆 //////  母材としていると思われる。
////ン////第4窟褐色(7.5YR4/6)土居粘性有り締り強い
//  〆 / 〆 / /， scm相当土を主体とする.
'/  / /ノ ///  多量の径'.....Smrn程度の赤褐色スコリア
〆 ///////  径，.....t2mn程度の集色スコリア、
////////  輔の径ト4同程度の膏灰色スコリア及び

径1剛未満の白色粒子を含み、
少量の径10.....20剛程度の椿潤色土 (BBm相当土}
績が混じる.
※主体土のsom相当土lまscmsl-blを
母材としていると息われる.

国|
昌

冨 第5層褐色(7.5YR4/6)土層粘性有り締り強い
som担当土を主体とする固多量の径1-3岡田程度の赤褐色スコりア、径1-13nm程度の黒色スコリア、
微量の径10m未満ω1.，.程度の脅灰色スコりア及び白色粒子を含む.
業主体土のscm相当土lまscms2......s3(特にscms2に近似している)を母材としていると恩われる.
発定度の粛し、スコリアが少量含まれる.

第6層褐色(7.5YR4/6)土層粘性弱い締り強い
鈴鹿相当土を主体とする.多量の径1-3棚種皮の赤縄色スコリア、
径1-151l1ll程度の黒色スコリア、微量の1-2鵬程度の脊灰色スコリア及ぴ径1醐来満-1胴曜度の白色粒子を含む。
業主体土のsom相当土はSCillsZ-s3を母材としていると恩われる.発泡度の高いスコリアが多量含まれる，

第7屠褐色(7.5YR4!6)土居粘性有り締り強い
som相当土を主体とする.多量の径l.....Sm闘程度の赤褐色スコリア、
径1.....121111曜日度の集色スコリア‘微量の径2-蜘曜度の膏灰色スコリア及び
径1剛朱j議の白色粒子を含み、少量の笹10-2蜘曜度の晴褐色土(sBm相当土)挽が混じる，
※主体土のsom相当主はSCillsl-btを母材としていると恩われる.

第8層褐色(7.5YR4!3)土居粘性弱い締り強い
多量の径1-7mrn程度の赤禍色スコリア、径2-11.，.程鹿の巣色スコリア、
微量の1.....2R11程度の膏灰色スコりア含み、少量の径5-2'蜘曜度の脅灰色土粒・塊が理じる。渓筋状に酸化が見られる白

第9層暗脅灰色(5864/1)土層粘性強い締り強い
多量の径1-3酬程度の赤褐色スコリア、微量の径1珊程度の脅灰色スコリアを含む。
業績状に磁化が見られる。また下層の第10層との績に黒色土が薄〈縫積しており‘ 次堆積土の可能性がある。

第10屠暗青灰色(5863/1)土層粘性強い締り有り
径1-7胴程度の赤褐色スコリア、少量の径2-伽m程度の黒色スコリア、微量の1-'"曜度の背灰色スコリアを含む。
※覆土と地山の境lま酸化し、厚さ10.....15間程度で赤褐色を呈する.また、筋状の酸化が多〈見られる.

第11閣にぷい策褐色(lOYR5/4)土層給性無し締り強い
多量の径1.....3mm程度の赤褐色スコリア及び径1-鼠閣程度の黒色スコリア、
少量の1-伽聞程度の脅灰色スコリア.多量の径10m朱満の白色粒子を含む。
※腐の墳が酸化し、厚さ10-1動開穏度で赤褐色を呈する.他層と比べて非常に締まっている.

第12層褐色(7.5YR4/4)土層粘性強い締り有り
多量の径l.....Zmm稜度の赤褐色スコリア 径1-島町程度の黒色スコりア、
微量の1間曜度の背灰色スコリア及白色粒子を含む。覆土と地山の壌に10.....151l1ll帽で酸化揮を彬成している.
庖箇には磁化屑は無いが.第9腐のような黒色土の堆積が見られる。

ベアスコリア
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第4屠褐色(7.5YR4!4)土層粘性有り締り強い

som相当土を主体とする.多量の径1-属加寝度の赤縄色スコリア、径2-1おm程度の黒色スコリア、
微量の径1-6肺曜度の管灰色スコリア、少量の径1冊未満ω10m曙度の白色粒子を含み、
少量の筏10-3日間曜度の暗褐色土 (BBm相当土〉塊が混じる。
※主体土となるsom相詣土はscmsZ.....s3が混ざったものと恩われる。
緑色スコリアは径5-1伽間程度の大きさが主体となる。
また、 scms4の下部に見られる径5間前後で小豆色を呈する赤+墨色スコリアが出現する.

2事5s置にかい赤褐色(5YR4/4)土猫粘性弱い締り強い
scm (SCills4-s5)格当土を主体とする.多量の径1-，""程度の赤褐色スコリア
及び径1-伽m程度の黒色スコリア、少貨の径1-2s11曜度の青灰色スコリア及び径1剛朱満ω1冊程度の白色粒子を含む。
※全体的に発泡度の高いスコリアが多〈目立つ.小豆色を呈した赤褐色スコリアを少量(各層と比較して多い)含む.
径1白間前後の黒色スコリアが更に増加する.

第6踊にぶい貧褐色(10YR5/4)土層粘性有り締り強い
多量の径1.....511Y噌度の赤褐色スコリア及び径1-1Orn曜度の黒色スコリア、
微量のH"聞寝度の背灰色スコリア及び径1.，.朱満-1.，.程度の白色粒子を含む。
※屠金体がぼんやり黒昧を帯ぴるo SCIDsS.....SBlVIこ近似することから、それらが主体土の母将と恩われる.
赤褐色土が上層に比ペて波少し、小豆色を呈するスコリアも目立たなくなる。黒色スコリアlま径5間前後が主体となる。
発泡度の高いスコリアの含有量も大幅に減少する.

第7肩にかい褐色(5YR4!4)土隈粘性有り締り強い
筏1.....12rrm程度の赤掲色スコリア及び径2-勧剛禄度の黒色スコリア、
少量の径1-加m程度の膏灰色スコリア及び径1胴来満-1聞曜度の白色粒子を含む.
※第6層と陶様に廟全体が黒昧を縛ぴる.また全体的に発泡度の高いスコリアが多〈含まれ、
小豆色を息する赤褐色スコリアが目立つことから.主体土l玄関混同-BBIVが混ざったものと恩われる.

第8層にぷい賛褐色(10YR6!4)土層粘性強い締り有り
径1-加曜度の赤縄色スコリア.少量の径1-命m程度の黒色スコリア、微量の1.，.程度の育灰色スコリア含む.
※更に黛味を待ぴるが、主体土i求不明.スコリアの含有量が減少し.教筏も小さい.
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第5屠縄色(7.5YR4/6)土層粘性強い締り強い
S出羽相当土を玄体とする。多量の笹，-命m種目度の赤褐色スコリア、
径3-1..，程度の黒色スコリア 微量の径，-""程度の脅灰色スコリアを含み、
後10-2伽m程度の暗褐色土(s8血相当土)塊が環じる。

第8屠碕褐色σ5YR3/4)土居粘性強い締り有り
田E栂当土を主体とする。
多量の径'-2鵬程度の赤褐色スコリア、
微量の径2.....3nm程康の黒色スコリア及び
径10m未満の白色粒子を含み、
径10.....3尉m程度の赤縄包土 {SGm相当土)携が翠じる.
努scm相当土は5cms1と考えられる。

第7諸にぶい赤褐色 (5YR4/4)土層粘性有り締り有り
scm調当土を主体とする.多量の径，-""程度の赤褐色スコリア、
少量の径，-助制瞳度の巣色スコリア微量の径'-3剛程度の背灰色スコリア及び
径，.. 朱漢程度の白色粒子を含む。

第8層赤褐色 (5YR4/6)土層粘性強い締り強い
羽田相当土を主体とする。多量の径'-3間程度の赤褐色スコリア、
径2-1""程度の黒色スコリア、微量の径'-2胴曜度の管灰色スコリア及び
径1醐朱潜-，岡程度の白色粒子を含み、少量の楕褐色土 (BBm相当土〉塊が混じる.
※暗褐色土Iま主義み状に混じり、粒径を示すことが難しい.

第9層赤褐色 (5YR4/6)土績給性有り締り強い
scm相当土を主体とする.多量の径'-30m程度の赤縄色スコりア、
径'-3冊程度の黒色スコリア‘微量の径1剛程度の脅灰色スコリアを含む.
※僅削こ発泡疫の高いスコリアが見られる.

第10階 褐 色 (7.5YR4/6)土層粘性有り織り強い
scm相当土 (SCms2層と思われる}を主体とする.
多貨の径'-5間程度の赤褐色スコリア 少量の径'-8醐程度の黒色スコリア、
微量の径，-""程度の育灰色スコリアを含む，
※層全体に発泡度の高いスコリアが見られる.

---
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第1局櫨暗縄色(7.5YR2/3)土膳粕性強い締り有り
BBm相当土を主体とする.
多盆の窪'-6岡田程度の赤褐色スコリア、
少量の径1剛朱翁-，聞震度の白色粒子を含み
微量の径1~2nm穣度の炭化物粧が現じる.

第2屠繕暗箱色σ5YR2/3)土帰結性強い締り有り
田寝相当土を主体とする.
多量の径1-5mm程度の赤褐スコリア、
微量の径1剛未満-，醐程度の白色粒子を含み、
微量の径1-2s1l曜燈の様化物噛
多量の径20.....30醐程度の赤褐色土 (scm当土)塊が混じる.
※scm相当土は50ms1と考えられる.

第3層睡時唇色(7.5YR3!4)土居粘性強い締り有り
出血相当土を主体とする.
多量の径1-2111111程度の赤褐色スコリア、
微量の径2-訓剛程度の巣色スコリア及び
径1醐朱演の白色粒子を含み、
径10.....3伽剛程度の赤褐色土(sc皿相当土)纏が混じる.
泌scm相当土は5Cms!と考えられる。

第4層階褐色。 5YR3/3)土層粘性強い締り有り
BBm相当土を主体とする。
径'-8胴程度の赤褐色スコリアを含み、
少震の径ト8.. 曜度の黒色スコリア、
微量の径2.....4nm穣震の背灰色スコリアを含み、
微最の径""程度の炭化物粒が混じる.

第"層にぷい赤褐色 (5YR4!4)土層粘性有り締り強い
scm穏当土を主体とする。多量の径1.....3nm程度の雪解褐色スコリア、
少量の径'-8剛程度の黒色スコリア、微量の径，-""程度の骨灰色スコリア及び
径1同時満-，間程度の白色粒子を含む.
※主体土のscm相当土はscms2.....3が;毘ぎったものと恩われる。

第12潜にぶい赤褐色 (5YR4/4)土層粘性有り締り強い
多貨の径1.....31111l程度の赤褐色スコリア、径'-8冊曜度の黒色スコリア、
少量の径1岡嘩満の白色粒子を含む。
※径，.. 前後で小豆色を呈し、中央が自く発泡するスコリアが微量含まれる
(SGms4下部に良〈毘られるスコリア). 

第13層にぷい赤縄色 (5YR4/4)土層粘性弱い締り強い
scm相当土を主体とする.径，_，，，，，程度の赤縄色スコリア、
径2.....1Onm程度の黒色スコリア、微量の径，.. 程度の脅灰色スコリア及び
径，.. 味満-，間程度の白色粒子を含む.
※主休止のscm棺当土はscms4が多〈混じっていると盟、われ
全体的に発泡度の高いスコリアが多〈見られる.

第14層 第13層に準じる.ただし、発淘度の商いスコリアの震が誠少する.

第15層にぷい赤縄色 (5YR4/4)土居粘性強い締り強い
径1.....3111111程度の赤褐色スコリア、径1向 15間程度の黒色スコリア
微量の径2-3rrr曜度の膏灰色スコリア、少量の径1酬朱瀦-，剛程度の白色粒子を含む。
※部分的に発泡度の高いスコリアが見られる.

第16屑褐色(7.5YR4/3)土居粘性有り締り強い
径，-伽m程度の赤褐色スコリア、多量の径，-命糊程度の黒色スコリア、
微量の径1醐朱講の白色粒子を含む。
後部分的に発地度の高いスコリアが少量見られる.

第17層にぷい貧褐色(10YR5/4)土層粘性強い締り強い
少量の径，-術開程度の赤縄色スコリア‘径'-4剛程度の暴色スコリアを含む.

。
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第1居 時褐色(10YR3/4)土用粘性有り織り強い
SO'相当土を主体とする.
径1....10問問程度の黒色スコリア、
径'-5冊程度の赤褐色スコリア、
微量の径，-，聞曜度の脅灰色スコリアを含む.

第2層 緒褐色(10YR3/3)土層粘性有り締り強い
SO'相当土を主体とする.
多量の径1....10胴程度の赤縄色スコリア、
少量の径1....10間程度の黒色スコリアを含む.

第3層 階縄色(10YR3/4)土屠粘性有り締り有り
SO'縄当土を主体とする.
径1....5mm程度の赤褐色スコリア、
少量の径，-，伽m程度の黒色スコリア

官ノ 〆 微量の径，-，""程度の脅灰色スコリアを含む.
1/ン/第4層 暗褐色O.5YR3/4)土層粕性有り締り有り

.F / / scn相当土を主体とする.
F//  〆 多量の径'-5胴程度の赤縄色スコリア、
1/ / /ン 少量の径，-，伽網程度の黒色スコリア、

//  / / / 微量の径1向。3臨曜度のにぷい貧縄色スコリアを含むa

~多〆//ン//第S層 暗褐色(10YR3/4)土層粘性有り締り有り
"弓'1"'7// / /ン// scnc径1-5B1m程度の舜褐黒色スコリア、

?'///ン///// 微量の径1醐未満の白色粒子を含む.
ン///////ン//第6層 褐色(10YR4/6)土居粘性有り締り強い
〆 ///////ノ SO'相当土を主体とする.μづうジμづぐクシ 釦径劃ト一い川川~叶'0岬0加蜘叩悶聞哨聞曜程度問の時赤禍臨色臥スUコ剖叩lリげJ庁ア
//ン/////ン/ン/ 径，-，筒5醐程皮のa黛a色スコリア、

微量の径'-3醐程度の膏灰色スコリアを含む。

~ 第7屠 褐色(10YR4/6)土層粘性有り締り強い
。 田2相当土を主体とする.径'-8悶悶種匿の赤褐色スコリア、援1ω5..寝度の黒色スコリア、

沼 微量の径'-3剛程度の脅灰色スコリアを含む.
第8摺 暗補色(10YR3/3)土居粕性有り締り有り

田盟。径1....5nm程度の赤褐巣色スコリアを含む圏
第g層 暗褐色(10YR3!3)土居粘性有り締り強い

BBm相当土を主体とする.径'-5醐程度の赤褐黒色スコリア、
微量の径1岡朱携の白色粒子を含み、微量の径'0勾 3駒市曜度の黒褐色土塊が混じる.

第10婦褐色(10YR4/6)土層粘性有り締り強い
径1....10mm程度の赤褐色スコリ7.径'-5醐程度の集色スコリア、
微量の径，-~町曜度の膏灰色スコリア、径?師時識の白色粒子を含む

第11M 陪褐色(10YR3/4)土帰結性有り締り強い
再堆積骨相当土を主体とする.径1....10胴程度の累褐色スコリア、
後'-5剛寝度の赤褐色スコリア、少量の径，-，剛程度の繍費褐色スコリアを含み、
微量の径1....20冊曜度の黒褐色土(BBm相当土)縁組が混じる.

第12周暗褐色(10YR3/4)土層粘性省り締り強い
再堆積⑤相当土を主体とする.
径1....10同程度の黒褐色スコリア、径1....5011曜度の赤褐色スコリア、
少量の径'.....2!001曜度の明貧褐色スコリアを含み、
微量の径1.....20111曜度の暴縄色土(BBm相当主)塊粒が混じる.
色調I立第11層に比して若干明るい.

第13層黒褐包σ5YR2/幻土用粘性強い締り強い
径'-5聞岬豊度の赤褐色スコリア 径，-匂間程度の黒色スコリア、微量の径'-3醐程度の青灰色スコリアを含む.
※層の境が酸化し、厚さ5-'印間程度で赤褐色を呈する.

第14層暗褐色(10YR4/4)土居粘性有り締り強い
少量の径'-5附曜度の赤縄黒色スコりアを含み、
少量の径1ω1伽m程度の黒褐色土(BBm相当土)場粒が理じる.

第1屠 陪 褐 色(10YR3/4)土層結性有り締り強い
SO'相当土を主体とする。
径1....10mm程度の黒色スコリア、
優1....5冊程度の赤褐色スコリア、

微量の径'-3間程度の膏灰色スコリア
径1同時満の白色粒子を含む.

第'111 稽縄色(10YR3j4)土摺粘性有り締り強い
SO'相当土を主体とする。径1.....10闘間程度の黒色スコリア、
径'-5剛程度の赤禍色スコリア、
微量の径H'..程度の膏灰色スコリア‘
径1回記未満の白色粒子を含む.
色調は第1隔に比して若干明るい.

第3属 探 褐 色σ5相 3/2)土踏粘性有り締り強い
1/ / 8Bm繍当土を主体とする。
y / / 筏1....10mffi，程度の赤縄・黒色スコリア

ノ// 微量の径1ω1白置曜度の膏灰色スコリア、
----r/// 割問来粛の白色粒子を含む

て7//////第4贋にぷい糞縄色(10YR4j3)土層粘性弱い締り有り
//ン///ノ /.  scmsl....bl相当土を主体とする.
//ン///// 径'-5胴程度の赤縄色スコリア、勿タタづ 少量の径，-崎町色スコリア
'/////ン/ノ 微量の径'-3問視度の青灰色スコリア、
///////  釦醐来演の白色粒子を含む.

第5層 暗褐色(10YR3/3)土居粘性有り締り強い
scms2....b2相当土を主体とする.

径'-5醐程度の赤褐色スコリア、径'-3剛程度の黒色スコリア、
微量の径，-加m程鹿の膏灰色スコりア、径1剛朱講の白色粒子を含み.
微量の径10.....3伽剛程度の黒縄色土(BBm栂当土)機が混じる.

第6層縄色(7.5YR4/4)土層結蝕有ザ締り有り
scms4相当土を主体とする.径l....Sm間務自度の赤褐色スコリア、
径'-3胴程度の黒脅灰色スコリア、少量の後，-勧間程度のにふい費縄色スコリアを含む.

第7層 集褐色(10YR2!3)土居粘性有り締り強い
8Bm相当土を主体とする.径1勾 5"窪リ度の赤縄色スコりア、径1....3111ll程度の黒色スコリア
微量の径，-，加曜度の育灰色スコリア.径'om来績の白色晶子を含み、
多量の径'0司 5伽m程度のにぷい費褐色(80m31均 b'相当土)塊が濯じる.

第B層 集褐色(10YR2/3)土居粘性強い締り弱い
出盟相当土を主体とする.笹1.....3mm程度の赤縄県色スコリアを含む目
上部に厚さ駒m程度の白色粘土が帯状に後積する.

第9層 褐色(7.5YR4/4)土層粘性有り締り有り
scms4相当土を主体とする.径'....Sm間程度の赤褐色スコリア、
径'-3剛曜度の黒膏灰色スコリア、少量の径，-，間程度のにかい費褐色スコリアを含む。

第'0賂黒禍色(10YR2j3)土燭粘性有り締り有り
田血相当:tを主体とする.径'-5醐程度の赤褐色スコリア、径1-3rm曜度の黒色スコリア、
微量の径，-，間程度の膏灰色スコリア、笹1胴未満の白色粒子を含み、
少鷺の径10....5蜘m程度のにぷい策褐色土(SO盤sl....bl相当土)挽が混じる.

第11層黒褐色(10YR2!3)土摺粘性有り締り有り
径'-5醐程度の赤褐色スコリア、径'-3附曜度の.• 色スコリア、微量の径1.....2m:曜度の脅灰色スコリアを含む.
※層の携が酸化し、厚さ5-'加曜度で赤褐色を呈する。

第12屠褐色σ5YR4!4)土層粘性有り締り有り
径'-5冊目穏度の赤褐色スコリア、径'-30m程度の黒色スコり 7. 微量の径，-~剛程度の背灰色スコリアを含む.

第13層積褐色(10YR3/3)土層粘性有り締り強い
tfl.....Sm個程度の赤禍色スコリア、径1....3nm程度の黒色スコリア‘
微量の径1....2111l1穏震の背灰色スコリアを含み、微量の径10.....3伽m程度の泉褐色土(BBm相当土)塊が混じる.

1m 

第 168図第区文化層 25開 26号土坑
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ヨ4章 j白石器時代の遺構と遺物
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第4章 !日石器時代の遺構と遺物

59号磯群(第 177図)

AL23グリッドに分布し、 BBill上部に安定して包含される。喋47点で構成される。 58号棟群とは隣り

合うが、石器集中とは重複しない(第 173図)。
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旧石器時代の遺構と遺物第4章

第XII文化層

(第E黒色帯を中心とする遺構と遺物)

第 12節

概要

調査区中央部の広い範囲から、第E黒色帯 (BBII)を中心として石器398点、磯127点、炭化物30点

が検出された(第 179-181図、表31)。検討の結果、石器集中 38箇所、喋群 13基、炭化物集中 7箇所

が設定され、また陥し穴と推測される土坑 l基が確認された。

文化層全体での第 1石材はホルンフェルス (58.3%)で、次いで天城柏峠産黒曜石 (18.1%)、ガラス

質黒色安山岩 (13.6%)が続く。ホルンフェルスが最も多くなるのはこの時期に一般的な現象である。

器種の主体はナイフ形お器と削器で、どちらも石刃製である。細身で薄型になるナイフ形石器の技術形

態的特徴はBBII期を特徴づけるものである。以上のような本文化層の石材と石器型式は BBII期の典型的

な様相を端的に示している。
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指弧内は微細剥離痕のあるものの点数。内数。
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削器調整畢IJ片
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二次加工事l片
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調整号制j片

砕片

模形石器

右核

厳石

台石

石皿

計

石器集中

38笛所を設定した。石器集中は喋群や炭化物と重援する場合が多い(第 182図)。

調査区中央部の石器群は広い範囲に分布する。しかしそれぞれの石器集中は分布密度が弱く、その単

位を抽出するのは容易で、なかった(第 183・184函)。立地が斜面であることも関連すると思われるが、

それは他の時期にも共通していえることなので、それだけでは説明できないだろう。おそらくごく少量

の石器製作痕跡しか残さないような行動がこの辺りで幾度も反復的に行われていたのではなかろうか。
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第 4掌 旧石器時代の遺構と遺物
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第4章 旧石器時代の遺構と遺物

石器集中 26(第 191図、表37)

Z21・22グリッドの境界付近のBBIIから NL下部にかけて包含され、石器8点で構成される。石材は天

城柏峠産黒曜石のみである。なんらかの二次加工石器の調整剥片と模形石器が1点ずつ組成し、あとは

剥片である。接合資料がl例(接合 147)認められた。他の石器集中とは離れていることや石材構成が

独特なことから、単位的な活動痕跡と推測される。

石器集中 27(第 192・193図、表38)

zaグリッドのSCIIから BBIIにかけて包含さ払石器12点で構成される。石器集中26の西約h の場所に

位置し、一部が91号棟群と重複する。第1石材はホルンフェルスで、ある (12点)。ほかに天城柏峠産黒曜石、ガ

ラス質黒色安山岩、珪質頁岩をそれぞれ1点ずつ伴う。石刃関連資料が目立ち、石刃(側、石刃素材の削器

(矧)や、石刃剥離過程中に得られたと推測される剥片(仰)料半う。ホルンフェルスの接合資料消思められた

(接合62)。

石器集中 28(第 192・193菌、表39)

Y20グリッドの SCIIから BBIIにかけて包含され、石器3点で構成される。石器集中 27の西南に位置

し、一部が92号機群(第 240図)と重複する。天城柏峠産黒曜石の接合資料が 1例確認された(接合

145)。

石器集中 29(第 194・195図、表40)

y. Z18グリッドのBBIIを中心に包含され、石器7点で構成される。石器集中 28の西北約6mの場所に

分布する。付近に 92号棟群(第 240図)と 93号磯群が分布する。第 l石材はホルンフェルスで (6点)、

ガラス質黒色安山岩が 1点伴う。ホルンフェルスの接合資料が 1例確認され(接合 34)、その部品の 1

点は石器集中 35に分布する。

黒曜石

表38 第XII文化層 石器集中27 石器組成

黒曜石 ガ 珪 ホ
--ーー フ 質 Jレ

天 ス 頁 y 
城 質 岩 フ
柏黒 工

峠 色 Jレ 計

安 ス
山
岩

表37 第XII文化層 石器集中26 石器組成

天
城

柏

峠

調整剥片 2 

剥片 5(1) 

模形石器 1 

雪十 8 (1) 

括弧内は微細剥離痕のあるものの点数。内数。

器

刃

片

一

削

右

剥

一

計

2 2 

2 2 

1(1) 1 (1) 1 (1) 8 11 (3) 

1(1) 1 (1) 1 (1) 12 15 (3) 

括弧内は微細剥離痕のあるものの点数ム内数。

表39 第XII文化層 石器集中28 石器組成

黒曜石 ホ

一一一一一- )レ
天 二ノ

城 フ
言十柏 ェ

峠ル

ス

高1]器

掻器

剥片

一
計 2 3 

孟iQ.第XII文化層
ガホ
ラ Jレ
スン
質フ
黒エ

色ル
安ス

山
岩

石器集中29 石器組成

ふ
t

-
E盟
関
一

事l片 1 (1) 5 6(1) 

右核 1 1 

計1(1) 6 7(1) 

括弧内は微細寺町l離痕のあるものの点数。内数。
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!日石器時代の遺構と造物第4主主
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旧石器時代の遺構と遺物

石器集中 37(第 200・201圏、表48)

Y18グリッドの BBIIを中心に包含され、 93号喋群と近い距離に分布する。石器6点で構成され、ホル

ンフェルス 5点を第 l石材とする。石器集中 36と同じくここにもガラス質黒色安山岩の石刃が1点伴う

第4章

(442)。

石器集中 38(第 202・203図、表49)

X16グリッドの BBIIを中心に包含される。石器9点で構成され、ホルンフェルス 7点を第 I石材とす

る。他はガラス質黒色安山岩である。ホルンフェルスの大型削器1点 (433)を伴う。石器集中 34・39

との間で接合資料が共有されている。

石器集中 39(第 202・203図、表50)

X17グリッドの BBIIを中心に包含される。石器8点で構成され、ホルンフェルス 6点を第 l石材とす

る。他は石器集中 38と同じくガラス質黒色安山岩 (443;石刃)である。石器集中 34・35・38との聞で

接合資料が共有されている。

石器集中 40(第 202・203図、表51)

W16・17グリッドの SCIIから BBIIを中心に包含される。石器6点で構成され、石材はホルンフェルス

ここにもガラス質黒色安山岩の石刃が単体母岩で組成する。とガラス質黒色安山岩とで2分する。

右器組成第XlI文化層石器集中38
ガ ホ
ラ ル
スン
質フ
黒工

色ル
安 ス
山

岩

官
十
，

aE一同

表49石器組成第XlI文化層石器集中37
ガホ
ラル
スン
質フ
巣工

色ル

安ス
山

岩

'γB E--
四一闘

孟48

削器 1 

石刃 1 1(1) 

剥片 1 (1) 5 6 

石核 1 1 

計 2(1) 7 9 (1) 

括弧内は微細説J荷量痕のあるものの点数。内数。

1
5
-
6
 

民
J
V

回

F
D

刃
片
一

石
剥
一
計

右器組成第XlI文化屠石器集中40
ガ ホ
ラル
ス ン
質フ
黒 エ
色ル
安 ス
山
岩

'
T
 

畠

E一同

表51石器組成石器集中39

ふ
-

善一-一ロ

第XlI文化層
~ホ

」ノ

フ
エ
Jレ
ス

ラ
ス
質
黒
色
安
山
岩

表50

4
l
k
d
m
h
b
 

-243-

q
u
m
内

d

1
3

内

4
園

内

。

刃
片
一

石
剥
一
計

-
E
守

J
-
Q
U

6
-
6
 

t
1
1
4
F
司
L

刃
片
一

石
剥
一
計



む
叶

l
叩
的
立
μ

蝶
臨
同~大/

も¥ ¥ L 

~/ 

。喝L
u

峨
時
阿
¥
¥
、

①
 

円
門
世
川
町
時
開

~一一

《予

@ 

件
U 

4 

6' .-
円
江
u
組
前
回

位1

-244 



第4主義 旧石器時代の遺構と遺物
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第4章 i白石器時代の遺構と遺物
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|日石器時代の遺構と遺物第4章
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iB石器持代の遺構と遺物

伊田

第4主主

¥ 

c， 

む
吾
川
崎
器
開

d 
d 

。。.-

。

信

ρ
N
o
r

一町山戸ト

f“ 
可む咽

剛
一
記
村
山
同

等
号
制
限
時

¥ 
〈コ

言
『
二
中
戸
ロ

ー寄
笹
川
崎
磯
陣 。<l 

一一~/

主_'192.3m 

← 253 

くb~ 寸
。。

A' 



ヰf預i バ=ミ弘

司日
。!

口. --------
。
口
<l23 

凶。
ω 

同
l
l
E
N
N
G

4 れ "¥.O;¥¥

---------~、

右器集中<~，G

f15 T16 

S15九16

f 
事

叫
i
!
E
N
別
町
内

、も

一一一一ーーーーー~右器集中"9

一一一一一一一一一一~一ー一一191伽一一←一一一一

同国

E元岳

~ 右器集中5C

-----------、、 315 S15 190 ，仙
一一一一一-----f.F品 1ド

¥ 
¥ 

254 

XII 第210図
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石器集中 53(第 215・216図、表64)

W19グリッドのBBllを中心に包含される。石器5点で構成され、石材はすべてホルンフェルスである。

比較的大型の削器と石核を伴うが、まとまった石器製作の痕跡は認められない。石核は表裏に求心状の

剥離痕跡をとどめた形態で、かなり大型のまま残されていた。

石器集中 54(第 217・218図、表65)

K20グリッドの BBllを中心に包含される。石器8点で構成される。石材はホルンフェルスが主体で、

ガラス質黒色安山岩も組成する。舟形を呈する石核 (492)が組成する。

石器集中 55(第 217・218図、表66)

W21グリッドの BBllを中心に包含される。石器4点で構成され、石材はホルンフェルスと珪質頁岩で

二分されるが、後者は折れた剥片の接合資料である。

石器集中 56(第 215・216図、表67)

V.W20グリッドの BBllを中心に包含される。石器は僅か3点で構成され、空間的な粗密以外、内容に

おいて特別なまとまりは認めがたい。とはいえ、その構成石材をみると、ホルンフェルスと天城柏峠産

黒曜石というこの遺跡に普遍的な石材が組成しているのがわかる。

表64 第XII文化層 石器集中53 石器組成 表65 第XII文化層 石器集中54 石器組成
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表66 第XII文化層 石器集中55 石器組成 表67 第XII文化層 石器集中56 石器組成
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第4章 !日石器時代の遺構と遺物

石器集中 57(第 219・220問、表68)

V' W18グリッドのBBIIを中心に包含される。石器5点で構成され、石材はホルンフェルス 4点と天城

柏峠産黒曜石 1点である。本文化層で数少ないホルンフェルス製ナイフ形石器 (414)が組成する点に特

徴がある。ただし、向石材の組成数の少なさからも示唆されるように、ナイフ形石器はこの場所で製作

されたものではない。素材剥片に共通点を見いだせそうな石刃や剥片は存在せず、したがって単体で搬

入されたものと推定される。

石器集中 58(第 219.220図、表69)

V18グリッドの BBIIを中心に包含される。石器は僅か3点で構成されるが、石材はガラス質黒色安山

岩2点と馨科冷山産黒曜石 1点と、その他の石器集中に一般的に組成するホルンフェルスを欠いている。

葬科冷山産黒曜石は小型剥片製を逆位に用いたナイフ形石器 (411)で、もちろん単体搬入品である。ガ

ラス質黒色安山岩は接合する(接合資料 174)。

表68 第XlI文化層 石器集中57 石器組成

黒曜右 ホ
一安一 Jレ

域
、J 

柏 フ 言十

峠
工

Jレ
ス

ナイフ形石器

事l片 3 4 

計 4 

表69 第XlI文化層 右器集中58 石器組成

黒曜石 ガ

一軍ー田 フ
ス

科
也質

U Z 計

安
山

岩

器石形フイ
片
一

ナ
剥
一
計

q
t
目
。
，
ゐ

ヮ
ι
-
q
u

2聞 出土石器の検討

第221図411はBBIIで検出された馨科冷山産黒曜石製のナイフ形石器である。剥片ないし縦長剥片を

逆位に用い、急角度な剥離を施して素材の右半分を切り取り、これを側縁となし、また末端とそれに続

く左縁辺を半ばまで切り取って基部となす。全体に小型である。石器集中 58に含まれる。

412はBBIIで検出された天城柏峠産黒曜石製のナイフ形石器である。同一方向に連続打撃して得られ

た剥片ないし縦長剥片を斜位に用い、末端を急角度の剥離で切り取って側縁を整形するとともに尖端部

を作出し、また、打面も同技術で切り取って基部を整形する。小型品の部類である。基部加工が長さの

半分に達しているため、全体形は平たい二等辺三角形状を呈し、切出形にも見える。石器集中 30に含ま

れる。

413はBBIIで検出された諏訪星ヶ台産黒曜石製のナイフ形石器である。同一方向に連続打撃して得ら

れた石刃ないし縦長剥片の末端を弧状に切り取って側縁を整形すると共に尖端部を作出し、また打面も

切り取って基部を整形する。尖端は僅かに折れていた。 V16グリッドに分布し、石器集中には含まれな

しミ。

414はBB宜で検出されたホルンフェルス製のナイフ形石器である。対向方向に打撃して得られた縦長

剥片を縦位に用い、左縁辺の打面から末端を弧状に切り取って側縁を整形すると共に尖端部を作出し、

また、右縁辺の打面寄りにf敬細な剥離を施して僅かに内湾する基部を整形する。石器集中57に含まれる。

415はBBIIで検出されたホルンフェルス製のナイフ形石器である。同一方向に連続剥離する過程で得

られた石刃を縦位に用い、左縁辺を打面から末端まで弧状に切り取って側縁を整形すると共に尖端部を

作出し、また、右縁辺の打面寄りの部分も切り取って僅かに内湾する基部を整形する。石器集中 36に含

265 



-. 

ヰ

制
限
丘
∞
豆

--------一一一

合ie

-414 

石器集中57

、
白

414 

ι三
石器集中58

⑧ 

;引::

圏
一

範
一

1

1

量一

器
一
置
一
測
一

右
一
位
一
(
一
面

例
一
形
一
面
一
判
一
上

正
一
フ
一
断
一
掘
一

E

一
イ
一
片
一
層
一

E
一
回

ナ
一
剥
一
士
一
郎
一
は

i
十
|
T
l
T上
線

L
・
一
一
一
一
一
ニ
輔

2m 1/80 
。

器種別分布石器集中57・58

266-

第xn文化層第219図



[沈)

一一Ig30m~
一一「一一一一

------一一一ーで~

---------: 

-----

/0 / 
l~__O....~/' 

----------\~l ，'ôïí\~ 

第4章 旧石器時代の遺構と遺物

。。

A 
V 

制

阻

斗

E
F〉

第XTI文化j脅 石器集中57圃 58 石材別分布

。 l!80 2m 
L一一一一…一一一一一よ一一一一一一ー-・1時"J

267 



まれる 0

4:16はBBU 々
C ナイブ る。同 ブ

~、

u 

と

。U17グ l}ッl<li= しミ。

417はちBII

は刃 リッドに分布し、

し、、。

418 1~1: BB nで検出さ

打面部や末端部を剥離して

中36に含まれる。

419はBBlIで検出さ

さな刃部を作出する 0

Ll.:20はBB耳で出さ

し
しE

。

仮にこ もし し、。

51 

421はBBITでイ安出さ

。

される。なんら

られた剥片の左

ためであろう。石

。

422.は BBTI しなし

。

423はBBTI

と

る。

222 424~;j: BB rr ホ)L〆ンフェルス

を作出する。石

。

。

し ら

し ら

叱ゅムν o 

し ら

ら

る

豆

、

と

岨

p
d

に
L

E

E

 

ム
l
小

、

十

品

「

ひ

に

U

ワ

山

内

ム

ハ刊日、一

A
3
4

工作 )1〆ンブエ }1/ス

h 

Lフ

ホルンブェルス

ホルンフェルス

ゐ。

427はBBlJ

-~ ん

ぺ:，)0 。

428はBBI1 ホルンブェルヌ

し

と

2:23図6"31はBBTI さすした)"1':]レンブエ)レス

。

ゐ。 ら

¥主 立ご旦旦毛主，h 1'> ミ句、]:.1/"1 之 。

，円 o と右

。

'00 を中心に

429はsc:rr ホルンフェルス
、Pゴラ

ペb。

430 はEBII 〉十;;J!ノシフェYレス

2，68 



~Ç)~e 
4 三三::J 411 黒濯石

事科市山

ζご〉削4ftIス

，-~~~ 
亡ごコ 412 黒曜石

天城柏時

〈今川町ス

乙こ〉 削7諜山

(7~-~~ 
ζミ二ごコ

419 黒曜石
和国芙蓉ライト
接合資料132

ζ二二二:::::> 421 黒曜石
天械柚峠

接合賀料144

第4章 旧石器時代の遺構と遺物

ハ
刊
号

ハぬ印
V
ζ二三:> 413 黒曜石

諏訪星ケ台

ζご::::>- 416 騨石

天城柏峠

~ 
418 黒曜石

和田英蓉ライト
接古賀料132

目可
く二〉 側主麗峠

-269-

d
d日
い
計
一

市
刊
門
U

但

ね
伊
A

m門
川
V

4
 o 2/3 5cm 

第221圏第XlI文化層の石器群(1)



大振りな裏面加工を施し、また末端の背面に同様の加工を施して刃部を作出する。石器集中 25に含まれ

る。

432はBBIIで検出されたホルンフェルス製の削器である。大型剥片の裏面の打面に接する部分に大振

りな二次加工を施す。石器集中 53に含まれる。

433はBBIIで検出されたホルンフェルス製の削器である。大型剥片の左右縁辺に使用痕と推測される

小剥離痕が多数観察される。石器集中 38に含まれる。

434はSCIIで検出されたホルンフェルス製の削器である。大型剥片の左右縁辺に大振りな二次加工を

施して刃部を作出する。石器集中 42に含まれる。

第224函435はBBIIで検出されたホルンフェルス製の削器である。石核として機能していたものを転

用し、作業面の端部に二次加工を施して刃部を作出する。接合資料62の接合状態であるが、ともに石器

集中 27に含まれる。

436はBBIIで検出された天城柏峠産黒曜石製の掻器である。厚手剥片の一部に範囲の狭い急角度の刃

部を作出する。接合資料 145の一部である。石器集中 28に含まれる。

437はBBIIで検出されたホルンフェルス製の二次加工剥片である。大型剥片の末端を折り取る。石器

集中 33に含まれる。

438はBBIIで検出された天城柏峠産黒曜石製の模形石器である。小型は剥片の打面側と末端側との表

裏に細かい階段状剥離痕が観察される。石器集中 56に含まれる。

439はNLで検出された天城柏峠産黒曜石製の棋形石器である。小型剥片の打面側と末端側の両端裏面

に階段状剥離痕が観察される。石器集中 26に含まれる。

品OはBBIIで検出されたガラス質黒色安山岩製の石刃である。剥離痕の構成から同一方向への連続剥

離過程が推測される。石器集中 21に含まれる。

441はBBIIで検出されたガラス質黒色安山岩製の石刃である。剥離痕の構成から同一方向への連続剥

離過程が推測される。石器集中 38に含まれる。

第 225図442はBBIIで検出されたガラス質黒色安山岩製の石刃である。剥離痕の構成から対向方向の

剥離過程が推測される。石器集中 37に含まれる。

443はBBIIで検出されたガラス質黒色安山岩製の石刃である。背面の剥離方向と主剥離面の剥離方向

とが一致しないが、偶発的にせよこうした縦長剥片が得られ、周囲に同母岩の石材が少ないなかで発見

されたことが重要である。石器集中 39に含まれる。

444はBBIIで検出されたガラス質黒色安山岩製の石刃である。同一方向への連続剥離過程で得られた

ものである。石器集中 43に含まれる。

445はBBIIで検出された水品製の石刃である。本文化層で唯一の水品製石器である。おそらく打面転

移の著しい石核から得られたと推測されるが、単体で運搬されたのがこうした尖頭状の石刃だったこと

に機能的意味があるだろう。 U17グリッドに分布し、石器集中には含まれない。

品6はBBIIで検出されたガラス質黒色安山岩製の石刃である。 90度の打面転移が行われる石核の稜を

削ぐようにして得られた。石器集中 43に含まれる。

447はBBIIで検出されたガラス質黒色安山岩製の石刃である。自然面打面を有する石核を同一方向に

連続打撃して得られた石刃である。尖頭部を有し左右対称の整った形態なので、そのままでも槍やナイ

フの機能部になりそうである。石器集中 36に含まれる。

448はBBIIで検出されたガラス質黒色安山岩製の石刃である。同一方向への連続剥離過程で得られた。

右縁辺の打面寄りに認められる複数の連続的な剥離痕は 1次剥離面である。 AA23グリッドに分布し、石

器集中には含まれない。
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第4章 旧石器時代の遺構と遺物
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第4章 旧石器時代の遺構と遺物

487はBBllで検出されたガラス質黒色安山岩の石核である。表裏ともに求心状の剥離痕が観察され、

そのサイズから使い尽くされた状態であることが推測される。剥離痕構成をみると、途中で、同一方向へ

の連続剥離過程が介在していたらしいことが読み取れるので、本遺跡の小型石刃などもこのような石核

から打ち剥がされたものかもしれない。石器集中 31に含まれる。

488はBBllで検出された珪質頁岩の石核である。右縁辺の裏面にやや大振りな二次加工痕が認められ

る。刃部を作出したのかもしれない。石器集中 22に含まれる。

第231図489はBBllで検出されたホルンフェルスの石核である。亜円礁の周縁を巡りながら交互剥離

を繰り返したものと推定され、結果として主要な打面であった作業閣が求心状の剥離痕構成をなすもの

と推測される。石器集中 53に含まれる。

490はBBllで検出されたホルンフェルスの石核である。板状剥片の周縁から薄手の小型剥片を多数剥

がしたと推測される。石器集中 31に含まれる。

491はBBllで検出されたホルンフェルスの石核である。大変小型である。豊富な石材でこれほど小型

になるまで使う理由は不明である。石器集中 35に含まれる。

492は BBllで検出されたホルンフェルスの石核である。剥片剥離により比較的薄手になった石核の打

面を旧作業面(図の上面)に移し、周辺を作業面として小型剥片を剥がしたと推測される。石核形状は

結果として船底形のようになった。石器集中 54に含まれる。

第232図493はBBllで検出されたホルンフェルスの石核である。大型の厚手剥片の主剥離面を打面と

して連続打撃し、小型剥片を生産したものと推測される。石器集中 38に含まれる。

494はSCllで検出されたホルンフェルスの石核である。厚手剥片の打閣を大きく取り除くようにして

底面の付いた小型剥片を生産したと推測される。石器集中 42に含まれる。

第233図495はBBllで検出されたホルンフェルスの石核である。分厚い剥片の主剥離面を主要な打面

として交互剥離し、小型剥片を生産したと推測される。石器集中 30に含まれる。

496はBBllで検出されたホルンフェルスの石核である。亜円礁の自然面が大きくついた厚手で、大型の

剥片の打面側で交互剥離し、幅広の剥片を生産したものと推測される。 V17グリッドに分布し、石器集

中には含まれない。

第234函497はBBllで検出された輝石安山岩製の台石である。明確な敵打痕は観察されなかったが、

磯群とは重複せず、単体で分布していた。形状的には台石にもっとも近いと推測された。石器集中 54

に含まれる。

498はBBllで検出された輝石安山岩の台石である。明確な敵打痕は観察されなかったが、磯群とは重

複せず単体で分布していた。形状的には台石にもっとも近いと推測された。石器集中 52に含まれる。

499はSCllで検出された輝石安山岩の蔽石である。小型亜円礁の端部に敵打痕が観察された。 Y15グ

リッドに分布し、石器集中には含まれない。

接合資料(第 235-238図500-517)

第235国500は和田芙蓉ライト産黒曜石製の削器 (419・418)の接合した状態である(接合資料132)。

共に BBll出土で石器集中 36に含まれる。

501は天城柏峠産黒曜石製の掻器 (436)と削器 (422)の接合した状態である(接合資料 145)。共に

BBll出土で石器集中 28に含まれる。

502は天城柏峠産黒曜石製の剥片 (503)と削器 (421)の接合した状態である(接合資料144)。どち

らも著しい使用痕が付いていることから剥片剥離と連動した加工作業が集中して行われていたことを示

唆している。共に BBll出土で石器集中 52に含まれる。
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102号磯群(第 247図)

喋4点で構成され、 W19グリッドの BBll中部を中心に包含される。構成礁のうち中型以上といえるの

はI点のみで、ほかは小型である。大型礁とで機能を同じくする遺構を構成したかどうかは不明瞭であ

る。小型磯は石器集中 53と重複し、大型疎 l点は石器集中 52の範囲に分布する。

103号磯群(第 248図)

磯3点で構成され、 W21グリッドの BBll下部を中心に包含される。石器集中 55と重複分布しており関

連があるだろう。

4. 炭化物集中

炭化物の集中箇所が7カ所検出された(第 181・249図)。このうち 6笛所(炭化物集中 19嶋24)はR.

S' T15-17グリッドに集中分布し、 1箇所(炭化物集中 13)は遠く離れた Y20グリッドに分布する。集

中的に検出された範囲には石器集中 48-50が重複分布しており、何らかの関連があるものと推定される

が、他方で喋群の主要な分布範囲とは重なっていなしミ。喋群が火を扱う施設の構築物であるとすれば、

炭化物と喋群とは良く重複していてしかるべきであるが、本文化層の分布状況に対してこの一般的理解
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iB石器時代の遺構と遺物

布告詳組成表;1 第五E文化層 石器集中59

身長隠石

烹!主

摂i 定

平自 不
l!!-~;幸司

第4章

(例えしていたようである

17 531 ~ 561寸 ι則。小型剥

L、 1:':( 

つ 内、ι

52(2) 

13 

3 

52(2) 

日

中

。モヲ

こっし

る523と530にも

ている。

Z55・256石稿集中間

日にある日箇所のうち酉から 2

ま/::隣L、264図)
石器i組成
守戸田町-

)1ノ

J 

黒曜石

i頂天;住

吉i1j ~議定一。-~ 平日 中

ケ 体司
」ム

表7/ 培xm:文化層
し

器 (5

な包

る。石器は 42

とする。

てい

石A点)

ナイフfi;;=I:守器 115  

j];ljjc';' :3 19 1 11 34 

砕片 .~ 1 2 

石紋 1 I 

6十.:1 24 2 12 42 

一 一一一一一

59 

。ホルンアェ)]/ス成柏111手産黒曜石で、こ

片を含むIJ、
533 ていたらしいこと

と

石器組成

百十

石器集中61
'7一

一ノノ

第xm:文化層

黒曜石

一有一一芳一

初定

塁不
フ可
.L， 

'" 

ヲ
モヨ。亡。プF)

心中

室長石器集中引

、1065箇所のうち

と265 

ナイフ浴石器 2 2 

*1]片 22 i i 24 

調笠剥片 I I 

砕片 1 6 7 

E十 26 I 1 34 

一 一一

とする。~__. 
Uョ

マ~三¥色、

とホルンブェルス 1点をt 

を伴っと星ヶ

不

可

自

-L 

o 

255 ' 256図、表

:ハていないといっ

石器集中 62.

石

ゃ
γコで

二次加工事[]片 2 2 

右刃 3 (1) 1 4 (1) 

靭1;守 22(1) I 2 5 30 (1) 

砕片 1 I 

1銭形石総 1 

音，- (2) 3 3 6 38 (2) 

♂ ι る

日にある

してい

る。石

ナイフ }i~:石25

j益探

IiH]片

0t:~ 片「

石刃議1

ーに:1*1< 4 

計一 70(2) <I 74(ヰ)

一一一一一ι~!liIT_"(
4 一一る

ら2

し
し

在J

266図)

中 5

部で、 107

r、， 
~ 

ない。T 

〕の二次加工剥片)

r v-

309 

ノー
ノ

、自
」ョーれ ・



i二 ミ:人?
Q I' U 、一 も 61と同じく J(立1

しない。 黒曜石

63 右
I~~:'!，，~ 

、
'〆
， 

4ゴ

103 

うち最も束にある集中部で、

定

不

可

域

松

時

叫
訪
問
説
ケ

FA
口

J 

~，'-
言ト

J!〆
「
〆、

は 2:5

とする。ナイブ

を王

ナイフ jf，~日器 5 5 

当流昔、 | 

二次加工号:1片

罰IJ三i (2) 1 iH2) 

砕片

ト」

_}_、，

心.0"む。

れ 棋i杉石器

百卜 i5 (2) 九

ιー 6 25 (2) 

Jづ陶

!f'-

"(!" ほかにホルンフェルス 6

中心となるのは石

Cヲ
ム とさ

61・62と ゐ。

立司

、
豆、し

V ミ」

る。小型剥片

を作出する。

2b7区1518はBBIT ナイフ

。

b19はBBII

国を

部も

る。小型剥

"， 
Q 'K 

520 はNL ふ〈
己了 ヶ台産黒曜石製のナイフ めゐ。

る

打面iNiJ

り、こ

521はNL られたと推

さ;九

づ

，Q 
、3_

'ど され
、ア
〆ヨ

P 
>:) 

'7 
1;:)。

り取りによっ

してし、る o /~i 吋つに T' <，，'口 dミ仰レ旬。

524 i土]¥)'L，

てコ

ム

525はNL

';:y' 戸"::) d~ り

At¥jf22夕、リッド日 24 1， "0 

を L t"" 
〆'0.) C とz

一d
d 'ど し、ま

-3 0-



第4章 旧石器時代の遺構と遺物

縁辺の打面寄りも切り取って基部を整形する。石器集中 63に含まれる。

526はBBllで検出された諏訪星ヶ台産黒曜石製のナイフ形石器である。小型縦長剥片の右縁辺を打面

から直線的に切り取って側縁もしくは基部を整形する。尖端が折れているので全体形状は不明ながら、

二次加工技術の特徴からナイフ形石器の一部と推定された。石器集中 61に含まれる。

527はN工で検出された馨科冷山産黒曜石製のナイフ形石器である。小型剥片を概ね縦位に用い、左縁

辺の裏面に二次加工を施して基部を整形し、また右縁辺を折り取って側縁を整形すると共に鋭い縁辺と

で構成される尖頭部を作出する。 GlOグリッドに分布し、石器集中には含まれない。

528はNLで検出された天城柏峠産黒曜石製のナイフ形石器である。小型剥片を逆位に用いて、右縁辺

の一部を切り取って側縁を整形すると共に鋭い縁辺とで構成される尖頭部を作出する。失われている部

分が多いものの、二次加工技術の特徴からナイフ形石器の一部と推定された。石器集中 59に含まれる。

529はBBllで検出された天城柏峠産黒曜石製のナイフ形石器である。同一方向に連続剥離する過程で

得られた縦長剥片の左縁辺の打面から末端までをくの字形に切り取って側縁を整形すると共に鋭い縁辺

とで構成される尖頭部を作出し、全体を三角形状にする。石器集中 59に含まれる。

530はN工で検出された天城柏峠産黒曜石製のナイフ形石器である。石核の自然面を取り除く過程で得

られた小型剥片の末端を斜めに切り取って側縁を整形すると共に自然面と主剥離面で構成される鋭い縁

辺と二次加工部とで構成される尖頭部を作出する。打面が残る。石器集中 60に含まれる。

531はNLで検出された天城柏峠産黒曜石製のナイフ形石器である。小型剥片を縦位に用い、左縁辺を

打面側から末端まで緩やかな弧状を呈するように切り取って側縁を整形するとともに尖頭部を作出する。

右縁辺にはわずかな二次加工を施して基部整形したような痕跡が認められる。打面側は折れている。石

器集中 59に含まれる。

532はN工で検出された天城柏峠産黒曜石製のナイフ形石器である。同一方向に連続剥離する過程で得

られた石刃を縦位に用い、端部のみを斜めに切り取って 2辺の鋭い縁辺と打面とを残す。石器集中 60

に含まれる。

533はNLで検出された天城柏峠産黒曜石製のナイフ形石器である。同一方向に連続剥離する過程で得

られた石刃を縦位に用い、自然面の付いた右縁辺の端部側半分ほどをやや弧状に切り取って側縁を整形

する。打面は二次的剥離痕により失われている。石器集中 60に含まれる。

534はNLで検出された諏訪星ヶ台産黒曜石製の削器である。同一方向に連続剥離する過程で得られた

厚手剥片の打面側を扶入状に二次加工して刃部を作出する。石器集中 63に含まれる。

535はNLで検出された諏訪星ヶ台産黒曜石製の二次加工剥片である。剥片の末端に平坦剥離を施して

基部整形(?)する。ナイフ形石器かもしれないが、打面側が大きく折れて失われてしまったので分ら

ない。石器集中 63に含まれる。

536はNLで検出された諏訪星ヶ台産黒曜石製の模形石器である。剥片の打面側と末端側に階段状の剥

離痕が多数観察される。石器集中 62に含まれる。

537はNLで検出された天城柏峠産黒曜石製の二次加工剥片である。僅かな二次加工痕が観察されるが

どのような器種の一部なのかは不明である。 AM22グリッドに分布し、石器集中には含まれない。

538はBBllで検出された天城柏峠産黒曜石製の二次加工剥片である。同一方向に連続剥離する過程で

得られた剥片の左縁辺に急角度な剥離を施す。鋭い縁辺が認められないのでナイフ形石器等の主要な器

種のひとつとは想定できない。石器集中 62に含まれる。

539はNLで検出された天城柏峠産黒曜石製の二次加工剥片である。同一方向への連続剥離過程で得ら

れた縦長剥片の右縁辺に連続的な微細剥離痕が観察される。石器集中 62に含まれる。

540はNLで検出された天城柏峠産黒曜石製の掻器である。同一方向に連続剥離する過程で得られた剥

311 



。割台 h必d~ ~む3やもやJ~
ζ二〉日152ヶ台 Cこ〉間需品台 て二コ m55Eヶ台 にご〉 521 額ヶ台

~~~q ~~-~白島-o-，w 地時

につ m 熱 心開票髄峠 ζ~ 532顎峠 4与問 題E146

接合状態

間川
V
開
淵

駒
喝
、
口

A
M宮

内

wum
A
魁一
U

内
WMV

例
即
刻
石
町
如

何
川
川
出

ー納
M
F
CU

 

司
閣

内
吋

7
 

台
刊
は

ケ
料

右
星
貴

曜
訪
台

黒
諏
接

4
 

3
 

5
 G

 

感恩~~事
とこミ m 妻鹿峠

峠
石
柏

曜

域

黒
天

9
 

3
 

5
 

0
 峠

料

曜
域
合

s
h

、v回

以
一
三

F
f
J
U

o 2/3 5cm 

第257圏第xm文化層の石器群(1)

312 



第4章 旧石器時代の遺構と遺物

片だが、作業面の横端であったためか自然面がついており、断面も三角形を呈する。端部に二次的剥離

痕が観察される。石器集中 59に含まれる。

第258図541はNLで検出されたホルンフェルス製の削器である。同一方向に連続剥離して得られたか

なり大型の石刃の右縁辺の中ほどに刃部を作出する。 P5グリッドに分布し、石器集中には含まれない。

542はBBllで検出された天城柏峠産黒曜石製の剥片である。右縁辺に微細剥離痕が観察される。石器

集中 59に含まれる。

543はNLで検出された諏訪星ヶ台産黒曜石製の剥片である。複数の縁辺に微細剥離痕が観察される。

石器集中 61に含まれる。

日4はNLで検出された諏訪星ヶ台産黒曜石製の剥片である。縁辺に微細剥離痕が観察される。石器集

中63に含まれる。

545はN工で検出された諏訪星ヶ台産黒曜石製の剥片で、ある。両縁辺に連続的な微細剥離痕が観察され

る。石器集中 62に含まれる。

日6はNLで検出されたホルンフェルス製の剥片である。同一方向への連続剥離で、得られた。 AG22グリ

ッドに分布し、石器集中には含まれない。

547はN工で検出されたホルンフェルス製の石刃である。同一方向への連続剥離で得られた。石器集中

62に含まれる。

548はNLで検出された天城柏峠産黒曜石の石核である。扇平な原石の両面を作業面として求心状に剥

片剥離し、幅広剥片を生産した。本石材の石核としては大型の部類である。石器集中 59に含まれる。

第259図549はN工で検出された天城柏峠産黒曜石の石核である。求心状の剥離過程で得られた分厚い

剥片を石核転用し、その腹面を作業面として剥片を得たことが読み取れる。 548と同じく石器集中 59

に含まれる。

接合資料(第 259-262図550-585)

550はBBllから NLで検出された諏訪星ヶ台産黒曜石製の剥片 (551)、二次加工剥片 (535)、削器 (534)

が接合した状態である(接合 127)。希少な石材であるため喜音的に消費したのか、二次加工石器の比

率が高い。共に石器集中 63に含まれる。

552はBBllとNLとで検出された諏訪星ヶ台産黒曜石製の石刃 (553)と剥片 (5日)とが接合した状態

である(接合 123)。信州系黒曜石の小型石刃生産がここで行われたことを示す良好な資料である。共に

石器集中 62に含まれる。

555はN工で検出された諏訪星ヶ台産黒曜石製の石刃 2点 (556・557)の接合した1丸態である(接合 124)。

信州系黒曜石の小型石刃生産がここで行われたことを示す良好な資料である。共に石器集中62に含まれる。

558はNLで検出された諏訪星ヶ台産黒曜石製の剥片2点の接合した状態である(接合 125)。幅広剥片

ではあるが、背面剥離痕構成をみると同一方向への連続剥離過程を示しており、上述の 552、555と関連

があるかもしれない。共に石器集中 61に含まれる。

第260図559はNLで検出された天城柏峠産黒曜石製の掻器 (540) と剥片 (560)とが接合した状態で

ある(接合 153)。自然面が多く付着しており、原石に近い状態での石材搬入を示す間接的証拠といえよ

う。共に石器集中 59に含まれていた。 548のような石核や接合資料 149(561)もこの推測を保証する。

561はBBllから NLで検出された天城柏峠産黒曜石製の剥片 3点 (562-564) と石核 1点 (565) とが

接合した状態である(接合 149)。全て石器集中 59に含まれる。板状石核の輔の狭い部位を利用して小型

石刃生産のための作業面を作出したものではなかろうか。

566はBBllから NLで検出された天城柏峠産黒曜石製の剥片 3点が接合した状態である(接合 152)。

313 
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第4章 1日イ白器時代の遺構と遺物
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584 黒曜石
天械柏峠
接合資料 156

。 213 5cm 

第262圏第xm文化層の石器群(6)

自然面の付着面積が広い。全て石器集中 59に含まれる。

533はN工で検出された天城柏峠産黒曜石製のナイフ形石器が折れ面同士で接合した状態である(接合

152)。共に石器集中 60に含まれる。

第261図567はNLで検出された天城柏峠産黒曜石製の剥片 4点(568-571)の接合した状態である(接

合 150)。同一方向への連続剥離過程を示している。自然面の付着面積が広い。全て石器集中 59に含ま

れる。

572はBBIIから NLで検出された天城柏峠産黒曜石製の剥片 8点(573-580)が接合した状態である(接

合 155)。半求心状に打撃して幅広剥片を量産する剥離過程を示している。全て石器集中 59に含まれる。

第262図581はBBIIから NLで検出された天城柏峠産黒曜石製の砕片 1点 (582)、剥片 1点 (583)、

石刃核 l点 (584)、石核 1点 (585)が接合した状態である(接合 156)。分厚い剥片を素材とした石核

の小口で対向方向に小型石刃を連続剥離する過程を示すが、コントロールがうまくいかなかったのか最

終的には端に向けて大きく湾曲してヒンジになった剥片を得てしまったようである。全て石器集中 59

に含まれる。

3. 磯群

石器集中 5箇所のそれぞれに重なるようにして 5基の磯群が検出された。石器集中および炭化物集中

を含めた互いの位置関係は第 254図参照。

104号磯群(第 263図)

AM22グリッドの NL下部に包含され、底面がBBII上面に接する。石器集中 59の西部に重なるよ

うにして分布する(第 254図)。磯4点で構成される。
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